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哲
学
・
倫
理
学
専
攻

存
在
の
共
同
体 

狩
野　

将
慶

茶
か
ら
み
る
日
本
美
学 

舘
下　

芽
里

後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
思
想
に
お
け
る
「
無
」
に
つ
い
て
の

考
察 
伊
南　

慈
晃

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
エ
ロ
ス
論 

小
川　

彩
夏

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
『
死
』
に
つ
い
て 

小
倉　

祐
太

ベ
ル
ク
ソ
ン
『
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
た
試
論
』
第
一
章

『
心
的
緒
状
態
の
内
的
緊
張
の
強
さ
に
つ
い
て
』
講
読

―
質
と
量
の
取
違
に
よ
る
問
題 

竹
内　

雄
一

モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
『
知
覚
の
現
象
学
』

に
お
け
る
言
語
論
に
つ
い
て 

辻
田　

真
伍

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
対
抗
暴
力
に
つ
い
て

 

林　
　

照
朗

デ
カ
ル
ト
心
身
二
元
論
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の

考
察 

藤
井　

宏
輔

想
像
力
の
観
点
か
ら
見
た
人
間
と
動
物
の
原
因
の
違
い
に

つ
い
て 

矢
野　

刀
麻

現
代
に
お
け
る
消
極
教
育
の
限
界
と
教
育
者
の
理
想
像

―
ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル
』
の
教
育
論
を
中
心
と
し
て
―

 

吉
田　

雄
紀

自
己
が
空
、
空
が
自
己
で
あ
る
こ
と

―
西
谷
啓
治
の
空
に
お
け
る
自
体
性 

高
橋　

佑
太

シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
に
お
け
る
悪
に
つ
い
て
の
考
察

 

菅
井　

佳
乃

人
生
の
意
味 

堂
岡　

真
央

現
代
社
会
に
お
け
る
「
自
己
の
あ
り
方
」 

安
藤　

智
美

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
超
越
論
的
自
由
に
つ
い
て

 

飯
島　

悠
太

「
あ
な
た
」
の
死
へ
臨
む
こ
と
に
つ
い
て

―
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
『
死
』
を
手
掛
か
り
と
し

て
― 

立
野　

航
平

私
と
い
う
存
在 

永
田　

夏
帆

弁
証
法
的
家
族
論 

鳴
海　

宏
平

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
〈
同
〉
と
〈
他
〉
の
倫
理

 

西
川　

健
太

S
terben

と
動
物

―
実
存
論
的
分
析
を
め
ぐ
る
デ
リ
ダ
― 

平
井　

貴
大

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
詩
と
ト
ラ
ー
ク
ル
に
つ
い
て

 

田
頭　

佳
治

死
後
の
身
体

―
献
体
、
臓
器
提
供
と
い
う
選
択
― 
鳥
井　

愛
子

も
の
の
美
の
考
察

―
柳
宗
悦
の
視
点
― 

井
出　

牧
人

死
刑
制
度
を
考
え
る 

大
野　

美
紀

人
間
と
動
物
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て 

岡
田　

大
和

死
の
自
己
決
定
は
正
当
で
あ
る
か 

小
谷　

一
馬

オ
ラ
ン
ダ
の
「
安
楽
死
法
」
と
日
本
の
積
極
的
安
楽
死
に

つ
い
て 

佐
橋　

奈
美

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
行
使
・
発
展 

清
水
あ
お
い

功
利
主
義
に
お
け
る
正
と
善
の
関
係
性
に
つ
い
て

 

椙
山　

清
玄

人
は
何
故
、
自
ら
死
を
選
択
し
う
る
の
か 

田
中　

優
揮

寄
付
促
進
に
向
け
た
ナ
ッ
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

 

中
嶋　

洋
喜

人
生
の
意
義
の
解
釈
・
生
へ
の
推
進
力
の
考
案

〜
九
鬼
周
造
に
お
け
る
偶
然
性
の
概
念
を
用
い
て
〜

 

山
﨑　

理
工

全
て
の
動
物
は
平
等
な
配
慮
を
受
け
る
べ
き
か

 

大
岩　

沙
月

広
告
と
消
費
者
の
自
律
に
つ
い
て 

大
幡　

雄
平

プ
ラ
ト
ン
哲
学
に
お
け
る
対
話
の
哲
学
的
意
義

 

鈴
木　

俊
太

他
者
へ
の
寛
容 

武
智　

礼
香

自
由
と
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
統
合　

リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
検
討 

藤
田
伊
玖
麻

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
倫
理
学
か
ら
妊
娠
中
絶
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 

和
田　
　

瞳

死
刑
制
度
に
つ
い
て 

角
谷　

直
視

「
終
末
期
の
医
療
に
お
け
る
患
者
の
意
思
の
尊
重
に
関
す

る
法
律
案
」
の
是
非 

太
田　

皓
子

二
〇
一
五
年
度

　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
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カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
「
法
則
へ
の
尊
敬
」

 

河
野　

歓
喜

シ
ン
ガ
ー
の
飢
餓
救
済
論
に
つ
い
て 

篠
原　
　

誠

人
生
の
意
味 

白
石　

健
太

教
育
人
間
学
専
攻

ま
ど
・
み
ち
お
作
品
が
子
ど
も
の
心
に
与
え
る
影
響

 

石
田
華
奈
子

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
一
考
察

―
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
参
与
観
察
を
通
し
て
― 
川
口　

綾
香

黒
人
文
化
・
音
楽
か
ら
学
ぶ
異
な
る
存
在
と
の
共
生

 

神
農　

拳
斗

家
庭
に
お
け
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
体
験
が
持
つ
人
間
学
的

意
味 

田
村　

友
紀

思
春
期
に
お
け
る
挫
折
体
験
の
人
間
学
的
意
味

 

仲
谷　

昌
浩

『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』
の
魅
力

―
子
ど
も
読
者
に
と
っ
て
の
意
味
― 

中
村　

有
里

読
み
聞
か
せ
の
意
味

―
声
の
力
・
場
― 

西
谷　

美
咲

少
女
は
な
ぜ
い
じ
め
行
為
に
走
る
の
か

―
児
童
文
学
作
品
分
析
を
通
し
て
― 

松
岡　

果
歩

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
像
の
変
遷
と
自
己
形
成

 

松
田　
　

歩

『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
生
き
様
と
死
に
様
に
関
す

る
一
考
察 

水
野　

花
穂

五
味
太
郎
の
絵
探
し
絵
本
『
き
ん
ぎ
ょ
が　

に
げ
た
』
の

研
究

―
自
己
形
成
へ
の
影
響
を
中
心
に
― 

山
田　

歩
夢

「
猫
の
物
語
」
を
読
む
こ
と
の
人
間
学
的
意
味 

―
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
手
が
か
り
に
― 

山
本　

有
起

幸
福
論
に
お
け
る
人
間
観
の
研
究 

梅
澤　

雄
郷

人
間
は
な
ぜ
走
る
の
か

―
現
代
人
に
お
け
る
走
る
こ
と
の
意
味
の
考
察
―

 

大
西　

晴
香

「
む
な
し
さ
」
を
問
う

―
Ｖ
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
に
お
け
る
「
実
存
的
空
虚
」
を
も
と

に
― 

岸
本　

祐
太

他
者
を
理
解
す
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

―
共
感
と
の
比
較
を
通
し
て
考
え
る
― 

北
田　

由
奈

理
想
的
な
「
共
感
」
を
目
指
し
て 

衣
川　
　

兆

「
生
き
る
こ
と
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
考
察

―
自
己
・
他
者
・
か
か
わ
り
、
そ
し
て
死
― 

熊
谷
あ
ず
さ

関
係
に
生
き
る

―
死
を
巡
る
Ｎ
・
エ
リ
ア
ス
の
思
想
を
も
と
に
― 

佐
野　

真
里

現
代
に
お
け
る
「
聴
く
こ
と
」・「
語
る
こ
と
」
を
め
ぐ
る

一
考
察

―
急
き
た
て
ら
れ
る
こ
と
ば
を
見
つ
め
直
す
― 

田
村
真
里
奈

役
割
と
自
己
呈
示
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
Ｅ
・
ゴ
ッ
フ
マ
ン
の
理
論
を
手
が
か
り
に
し
て
―

 
鳥
井　

紗
保

理
解
を
こ
え
た
共
感
の
あ
り
方
に
つ
い
て 
中
村　

亜
美

学
校
部
活
動
に
お
け
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
有
効
性

 

中
村　

友
紀

現
代
に
お
け
る
非
日
常
性
の
在
り
方
と
そ
の
意
義

―
Ｇ
・
バ
タ
イ
ユ
の
「
至
高
性
」
を
手
が
か
り
に
―

 

山
井　

浩
気

「
成
長
」
と
「
人
と
の
か
か
わ
り
」
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
デ
ュ
ー
イ
の
理
論
を
手
が
か
り
に
し
て
― 

山
本　

鈴
奈

部
活
動
の
教
育
的
効
果
に
関
す
る
一
考
察

〜
X
高
等
学
校
の
事
例
検
証
を
手
掛
か
り
に
し
て
〜

 

横
川
乃
莉
子

中
学
教
育
に
お
け
る
ダ
ン
ス
必
修
化
の
実
態
と
課
題

―
現
場
教
師
の
抱
え
る
問
題
点
か
ら
考
え
る
― 

𠮷
田　

理
沙

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
と
い
う
鬱
特
効
薬 

山
本　

将
史

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て

―
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
小
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
と

は
― 

有
川　

美
月

叱
る
こ
と
の
教
育
的
意
味
に
関
す
る
一
考
察

―
小
学
校
に
お
け
る
教
師
と
児
童
の
人
間
関
係
に
視
点
を
当

て
て
― 

安
藤　

優
夏

高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
考
察 

―
高
校
と
大
学
の
接
続
教
育
の
視
点
か
ら
― 

金
田　

芳
大

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

―
人
生
設
計
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）
の
た
め
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
― 

亀
田　

敦
也

不
登
校
へ
の
支
援

―
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
に
焦
点
を
当
て
て
―

 

里
内　

菜
穂

教
育
に
お
け
る
「
動
機
づ
け
」
の
在
り
方

―
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
む
た
め
に
― 

鈴
木
ち
は
る
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自
己
肯
定
感
に
関
す
る
一
考
察

―
学
童
期
に
お
け
る
大
人
と
の
関
係
性
に
着
目
し
て
―

 

善
住　

美
穂

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
「
予
防
」
と
「
解
決
」

―
日
常
生
活
の
人
間
関
係
を
切
り
口
に
し
て
― 

髙
松　

広
夢

コ
ー
チ
ン
グ
が
選
手
に
も
た
ら
す
影
響

―
中
学
校
、
高
等
学
校
の
部
活
動
に
お
け
る
褒
め
る
こ
と
・

叱
る
こ
と
の
実
態
と
あ
り
方
― 

林　
　

希
望

子
ど
も
の
「
仲
間
関
係
」
を
築
く
た
め
の
支
援
の
あ
り
方

―
Ｂ
Ｂ
Ｓ
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
経
験
か
ら
―

 
藤
木　

美
輝

英
語
教
育
の
意
義
と
課
題

〜
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
継
続
性
に
焦
点
を
当
て
て
〜

 

舩
坂
萌
二
花

明
治
時
代
と
平
成
時
代
の
父
親
像
に
関
す
る
一
考
察

―
父
親
の
「
威
厳
」
と
親
子
関
係
に
着
目
し
て
―

 

村
田
英
怜
奈

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
経
営
戦
略

―
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
人
気
の
秘
訣
と
は
―

 

𠮷
﨑　

真
由

「
荒
れ
る
」
生
徒
に
対
す
る
教
師
の
援
助

―
中
学
生
に
焦
点
を
当
て
て
― 

鷲
塚　
　

浩

教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
関
す
る
一
考
察

―
組
織
的
要
因
と
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
― 

北
村
茉
由
佳

認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と 

内
田　

藍
海

一
生
懸
命
さ
が
も
た
ら
す
も
の
と
は 

大
籔
奈
津
佳

家
族
の
死
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
く
と
は 

岡
澤
智
紗
都

あ
り
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と 

岡
村　
　

恵

ケ
ア
を
す
る
こ
と
と
は  

―
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
実
践
を
通
し
て
― 

小
澤
奈
津
美

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
、
自
分
を
理
解
し
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と 

寒　

奈
緒
子

転
校
生
の
環
境
変
化
に
伴
う
不
安
や
葛
藤
へ
の
援
助

 

桒
田　

紗
希

過
去
の
負
の
感
情
の
理
解
と
そ
の
浄
化
に
関
す
る
研
究

 

齋
藤　

里
紗

自
然
と
生
き
る 

―
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
自
然 

重
田
あ
い
り

「
早
生
ま
れ
」
で
あ
る
こ
と
が
人
格
形
成
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て　

―
不
安
感
と
関
連
付
け
て
― 

鈴
木　

美
穂

自
由
に
生
き
る
に
は

〜
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
手
掛
か
り
に
し
て
〜 

竹
﨑　

和
哉

集
団
行
動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

―
ス
ト
レ
ス
緩
和
と
関
連
付
け
て
― 

辻
井　

昌
史

母
親
の
存
在
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究

 

番
場　

桃
子

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
に
お
け
る
相
互
理
解
に
つ
い
て

 

井
上　

莉
菜

「
生
き
る
」
を
考
え
る 

梅
谷　
　

龍

昔
話
の
精
神
分
析
的
解
釈
の
試
み

―
日
本
の
母
親
像
の
源
流
を
探
る
― 

猪
口　

裕
子

出
生
前
診
断
と
い
の
ち
の
選
別 
齊
藤　

観
月

臨
床
脳
死
判
定
、
遷
延
性
意
識
障
害
か
ら
考
え
る
人
間
の

よ
り
良
い
生
活
に
つ
い
て 

新
林　

惠
弥

普
通
で
あ
る
こ
と
と
生
き
づ
ら
さ
に
関
す
る
研
究

 

津
田
智
恵
子

無
意
識
の
内
容
を
探
る 

西
村　

拓
実

自
殺
に
つ
い
て
考
え
る 

廣
川
み
つ
き

あ
る
程
度
成
熟
し
た
人
間
に
と
っ
て
の
変
化 

福
嶋　

大
生

自
身
の
経
験
と
の
比
較
か
ら
考
え
た
摂
食
障
害

 

森
山　

純
貴

日
本
文
学
専
攻

『
古
事
記
』
三
九
番
歌
と
四
九
番
歌
の
繋
が
り 

石
川　

達
基

万
葉
集
巻
九
・
一
七
〇
六
番
歌
を
め
ぐ
っ
て 

清
水　

由
恵

「
丹
後
国
風
土
記
」
逸
文
「
浦
嶼
子
」
歌
詳
解

―
雲
に
注
目
し
て
― 

砂
田　

和
輝

『
万
葉
集
』
菟
原
処
女
伝
説
に
お
け
る
夢 

髙
橋　

衿
香

『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
六
七
七
番
歌
「
竹
葉
」
考

 

野
上
真
悠
子

古
事
記
五
十
七
番
歌
の
解
釈
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
の

考
察 

山
本
耕
太
郎

『
古
事
記
』
に
お
け
る
大
国
主
像

―
儒
教
思
想
の
影
響
と
い
う
視
点
か
ら
― 

吉
川　

益
弘

『
方
丈
記
』
に
お
け
る
五
大
災
厄
の
歴
史
的
考
察

 

姥
谷　

和
哉

松
尾
芭
蕉 

辞
世
の
句
に
お
け
る
「
夢
」
の
解
釈
に
つ
い
て

 

加
藤　

鞠
奈

『
大
鏡
』
に
お
け
る
和
泉
式
部
の
歌
人
像 

川
西　

琴
乃

『
大
鏡
』
論

―
「
夢
」
の
分
析
を
中
心
に
― 

齋
藤
麻
莉
奈
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『
大
鏡
』
に
お
け
る
雅
楽　

そ
の
考
察 

鈴
木　

暁
海

都
々
逸
か
ら
な
に
が
見
え
る
か 

髙
嶋　

美
里

『
大
鏡
』
の
批
判
性
へ
の
疑
問 

道
家　
　

優

道
長
は
仏
な
の
か

―
『
栄
花
物
語
』
と
の
比
較
で
み
る
『
大
鏡
』
道
長
の
人
物

像
― 

中　

志
保
璃

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
忠
平
伝
の
特
異
性 

中
島　

蒼
平

『
大
鏡
』
花
山
天
皇
出
家
譚
の
特
異
性 

羽
田　

絵
美

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
安
子
論 

藤
村　
　

咲

『
大
鏡
』
に
お
け
る
語
り
手
と
そ
の
妻
の
役
割 

松
村　

拓
哉

井
原
西
鶴
『
万
の
文
反
古
』
巻
三
の
二
「
明
て
驚
く
書
置

箱
」
か
ら
考
え
る
後
家
の
「
物
語
」 
松
村　

祐
実

冲
方
丁
『
マ
ル
ド
ゥ
ッ
ク
・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』
論

 

久
語　

章
伸

岩
井
俊
二
『
リ
リ
イ
・
シ
ュ
シ
ュ
の
す
べ
て
』
論　

―
劇
中
の
背
景
音
楽
か
ら
の
分
析
― 

武
地　

雄
也

山
崎 

豊
子
の
「
白
い
巨
塔
」
と
日
本
社
会 

朴　
　

賢
洙

国
木
田
独
歩
「
運
命
論
者
」
に
み
る
運
命
論
と
人
間
性
の

意
義 

青
谷　

真
朱

大
岡
昇
平
『
八
月
十
日
』
か
ら
み
る
終
戦
の
問
題

 

井
沼　
　

衛

高
畑
勲
『
か
ぐ
や
姫
の
物
語
』
論 

加
藤　

庸
子

与
謝
野
晶
子
の
女
性
論
に
つ
い
て 

菊
元　

菜
穂

筒
井
康
隆
「
朝
の
ガ
ス
パ
ー
ル
」「
驚
愕
の
曠
野
」
論

 

住
野　

裕
樹

堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
論 

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か 

髙
平　

夕
貴

朝
井
リ
ョ
ウ
「
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
」
か
ら
見
る

ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト 

竹
智　

千
衿

金
城
一
紀
「
Ｇ
Ｏ
」
論 

土
岐　

陽
子

福
本
伸
行
「
カ
イ
ジ
」
論 

中
池　

紀
揚

森
絵
都
『
つ
き
の
ふ
ね
』
に
見
る
非
行
少
女
の
姿

 

中
沖　

有
梨

星
新
一
「
セ
キ
ス
ト
ラ
」
に
見
る
性
欲
と
暴
力
の
関
連
性

 

野
川　
　

楓

芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
論

―
生
き
る
と
い
う
こ
と
― 

蓮
尾　

愛
香

野
坂
昭
如
「
火
垂
る
の
墓
」
論

―
メ
デ
ィ
ア
変
化
に
よ
る
子
ど
も
の
問
題
の
消
去
に
つ
い
て
―

 

廣
江　

菜
月

『
イ
ノ
セ
ン
ス
』
に
見
る
押
井
守
の
身
体
論
と
他
者
性

 

古
澤
つ
ぐ
み

芥
川
龍
之
介
『
ト
ロ
ッ
コ
』
へ
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
点

 

堀
家　

義
弘

『
る
ろ
う
に
剣
心
』
の
〈
不
殺
の
誓
い
〉
が
伝
え
る
も
の

と
は 

安
岡　
　

諒

宮
崎
駿
『
風
立
ち
ぬ
』
零
戦
と
堀
越
二
郎
の
描
か
れ
方
に

つ
い
て 

入
江　

真
之

坂
口
安
吾
作
品
研
究　

評
論
「
堕
落
論
」
な
ど
に
つ
い
て

 

倉　
　
　

豊

麻
耶
雄
嵩
論　

―
現
代
本
格
ミ
ス
テ
リ
と
「
真
相
」
― 
井
上　

康
征

火
野
葦
平
論

―
戦
後
か
ら
再
び
戦
前
へ
― 

赤
野　

洋
史

姫
野
カ
オ
ル
コ
『
レ
ン
タ
ル
（
不
倫
）』
論

―
「
ふ
つ
う
」
へ
の
懐
疑
― 

猪
飼
真
利
奈

今
野
雄
二
論　

―
ク
ィ
ア
文
学
の
可
能
性
― 

大
谷　

愛
子

小
川
洋
子
『
ド
ミ
ト
リ
イ
』
論

―
欠
損
す
る
身
体
を
め
ぐ
っ
て
― 

岡
田　

絵
美

坂
口
安
吾
「
戦
争
と
一
人
の
女
」
論 

小
木
櫪
文
夏

安
部
公
房
文
学
に
お
け
る
変
形 

荻
堂　

志
野

「
所
有
」
と
「
関
係
」
か
ら
見
る
桐
野
夏
生
『
残
虐
記
』

 

勝
野　

真
子

湊
か
な
え
『
夜
行
観
覧
車
』
論

―
勝
利
と
解
放
の
た
め
の
殺
人
― 

黒
羽　

深
季

森
見
登
美
彦
論

―
『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』
に
仕
組
ま
れ
た
も
の
―

 

田
中　

智
陽

夏
目
漱
石
『
行
人
』
論

―
引
き
は
が
せ
な
い
自
意
識
― 

松
浦　

歩
美

多
和
田
葉
子
『
献
灯
使
』
論

―
震
災
後
風
景
の
文
学
表
象
― 

金　
　

昇
渊

柴
幸
男
『
わ
が
星
』
論

―
平
面
《
言
葉
》
に
潜
む
立
体
《
舞
台
》
の
構
造

 

生
駒　

怜
子

志
賀
直
哉
「
灰
色
の
月
」
論 

伊
部　

愛
理

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
論 

大
石　

真
実

広
津
柳
浪
「
雨
」
論 

川
野　

成
美

梅
崎
春
生
「
桜
島
」
論 

北
村　

友
一

林
芙
美
子
「
晩
菊
」
論 

木
下　
　

遥

遠
藤
周
作
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』
論 

小
田　

有
美
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宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
論　

―
旅
の
前
後
― 

後
藤　

杏
子

有
島
武
郎
「
一
房
の
葡
萄
」
論 

城
井　

悠
翔

大
岡
昇
平
・
初
版
『
俘
虜
記
』

―
〈
い
か
に
し
て
自
分
が
捕
へ
ら
れ
た
か
〉
を
〈
精
密
に
〉

語
る
― 

谷
川　

直
美

室
生
犀
星
『
あ
に
い
も
う
と
』
論

―
兄
妹
に
あ
ら
わ
れ
る
「
赤
座
一
家
」
の
家
族
像
―

 

内
藤　
　

悠

坂
口
安
吾
「
戦
争
と
一
人
の
女
」
論 

野
田　

知
見

村
木
道
彦
論

―
現
代
歌
人
文
庫
『
村
木
道
彦
歌
集
』
に
み
る
思
想
と
歌
風
―

 

村
松　

昌
吉

安
部
公
房
「
三
つ
の
寓
話
」
論 

山
内　

萌
子

谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』

―
特
質
的
文
体
に
お
け
る
「
大
阪
人
」
と
純
邦
楽
の
影
響
―

 

横
山　

資
樹

井
伏
鱒
二
「
遥
拝
隊
長
」
論

―
社
会
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
― 

吉
田　

風
太

『
源
氏
物
語
』
の
女
性
登
場
人
物
論 

藤
本　

愛
美

日
本
文
化
情
報
学
専
攻

『
狭
衣
物
語
』
論 

三
ツ
井
詩
織

抜
文
句
研
究 

伊
藤　

祐
希

「
鼠
よ
け
の
猫
絵
」
の
変
遷 

今
中　
　

愛

有
卦
絵
の
研
究 

大
山　

美
月

『
風
流
姿
絵
百
人
一
首
』
の
挿
絵
か
ら
み
る
百
人
一
首

 

勝
山　

愛
美

江
戸
時
代
の
兎
観

―
歌
川
広
重
画
「
月
下
木
賊
に
兎
」
か
ら
― 

柴
田　

遥
奈

「
宮
城
野
信
夫
の
敵
討
ち
」
物
語
の
変
遷 

下
澤　

祐
紀

上
村
松
園
の
美
人
画
と
浮
世
絵 

谷
川　

莉
奈

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
お
け
る
「
お
軽
」
の
実
像

 

藤
井　

晶
帆

酒
呑
童
子
説
話
を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
に
つ
い
て
の
考
察

 

𠮷
田　

綾
音

T
w

itter

に
よ
る
日
本
語
研
究 

柏
木　

隆
嘉

新
聞
を
資
料
と
し
た
日
本
語
と
韓
国
語
の
対
照
研
究

 

甲
斐
智
栄
子

G
oogle

を
用
い
た
外
行
語
の
調
査 

浅
野　

有
香

コ
ー
パ
ス
に
よ
る
「
加
え
る
」
と
そ
の
類
義
語
の
研
究

 

稲
内　

裕
美

宮
沢
賢
治
の
童
話
の
表
現
に
つ
い
て 

宇
部　

瑞
萌

『
形
容
詞
＋
で
す
』
文
に
関
す
る
研
究 

梅
林　

大
輔

形
容
詞
型
接
尾
辞
の
研
究 

大
谷　
　

遼

京
都
府
南
部
に
お
け
る
若
年
層
話
者
の
敬
語
の
使
用
実
態

 

摘
岡　

茉
友

擬
態
語
「
わ
く
わ
く
」
と
そ
の
類
義
語
の
比
較

 

笹
本　

明
花

書
き
言
葉
に
お
け
る
「
ら
抜
き
言
葉
」
に
つ
い
て

 
柴
田　

好
葉

日
本
語
教
育
用
語
彙
表
に
お
け
る
外
来
語
に
つ
い
て

 

澁
谷
ま
ゆ
ら

外
来
語
「
ケ
ア
」
と
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て 

西
村　

優
子

日
本
語
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
系
外
来
語
の
使
用
実
態
に
つ

い
て 

林　

知
奈
美

日
本
語
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て

 

松
井
美
沙
子

外
来
語
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る
研
究 

溝
口　

晶
紀

動
詞
「
溢
れ
る
」
と
そ
の
類
義
語
に
関
す
る
研
究

 

湯
浅　

文
香

学
校
教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
朝
読
書
の
可
能
性

 

尾
崎　

理
奈

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
電
子
書
籍

の
可
能
性 

高
畑　

有
里

探
究
型
学
習
に
供
す
る
学
校
図
書
館

―
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
に
着
目
し
て 

田
草
川
み
な
み

電
子
書
籍
に
お
け
る
「
版
」
の
考
察 

竹
嶋　

龍
仁

購
書
空
間
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
デ
ィ
ス
カ
バ
ラ
ビ
リ

テ
ィ 

竹
本　

正
史

公
共
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
を
活
用
し
た
多
文
化

サ
ー
ビ
ス 

野
木
も
も
こ

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
変
え
る
学
校
教
育 

早
川　

育
実

デ
ジ
タ
ル
絵
本
と
公
共
図
書
館 

福
田　

菜
摘

日
本
社
会
に
お
け
る
書
店
の
活
性
化
と
電
子
書
籍
販
売

 

松
田
麻
由
香

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
自
費
出
版
の

変
容 

向
井　

惇
子

文
化
資
源
の
観
点
か
ら
み
た
電
子
コ
ミ
ッ
ク
の
収
集
と
保
存

 

村
井　
　

燦

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
論 

山
本　

郁
子

宮
崎
駿
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
論 

蟻
岡
美
奈
子
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桂
米
朝
「
饅
頭
こ
わ
い
」
論

―
落
語
か
ら
み
る
笑
い
― 

上
田　

知
世

民
子
論 

川
原　

真
衣

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』
と
〈
紫
〉 

白
水　

佐
奈

安
房
直
子
の
作
品
に
お
け
る
「
あ
わ
い
」
論 

本
間
真
以
子

村
上
春
樹
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』
考

 

牧　
　

亜
裕

『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
み
る
文
化
の
受
容 

三
井　

大
輔

永
田
和
宏
・
河
野
裕
子
論

―
相
聞
歌
か
ら
挽
歌
へ
― 

三
橋　

彩
子

幸
田
文
『
お
と
う
と
』
論 
宮
尾
文
弥
子

日
本
史
学
専
攻

八
世
紀
神
仏
混
淆
思
想
の
中
央
へ
の
広
ま
り
に
お
け
る
宇

佐
八
幡
及
び
法
蓮
の
影
響 

早
矢
仕
誠
二

遣
唐
使
の
文
化
的
意
義
に
つ
い
て
の
再
考
察 

江
見　
　

望

陵
戸
身
分
に
関
す
る
一
考
察 

佐
々
木　

望

出
雲
国
造
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
と
出
雲
国
造 

関
根　
　

功

九
世
紀
の
健
児

―
非
軍
事
的
役
割
を
中
心
に
― 

田
口　

彩
路

中
男
作
物
と
贄
と
の
関
係
性
に
つ
い
て 

中
島　

克
磨

藤
原
仲
麻
呂
と
新
羅
征
討
計
画
の
考
察 

金　
　

相
賢

一
遍
の
踊
り
屋
の
宗
教
性 

池
田　

茉
央

木
曾
義
仲
の
実
像

―
在
京
活
動
を
中
心
に
― 

小
谷　
　

彩

『
台
記
』
か
ら
み
る
藤
原
頼
長
の
男
色
に
つ
い
て

 

村
上
絵
里
香

前
近
代
日
本
の
対
外
意
識
か
ら
見
る
日
韓
の
歴
史
論
争
考

察 

徐　
　

聖
鉉

中
世
の
火
葬 

⻆
尾　

拓
矢

中
世
後
期
の
夢
信
仰　

―
『
多
聞
院
日
記
』
に
お
け
る
夢
を
例
に
― 

片
桐　

由
貴

中
世
京
都
の
寺
社
門
前
と
民
衆 

勝
野　

文
菜

中
世
後
期
の
婚
姻

―
山
科
家
・
今
川
氏
を
中
心
に
― 

小
西　

優
衣

室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
風
流
と
御
霊
祭 

坂
田　

大
和

中
世
後
期
京
都
に
お
け
る
水
害
の
様
相
と
そ
の
影
響

 

常
木　

大
輔

中
世
後
期
の
比
丘
尼
御
所

―
『
看
聞
日
記
』
を
中
心
に
― 

寺
平　
　

諒

中
世
後
期
に
お
け
る
陰
陽
道

―
盛
衰
を
巡
っ
て
― 

中
井
か
ほ
り

中
世
の
春
日
社
「
社
家
」
組
織
に
つ
い
て 

中
嶋　
　

愛

中
世
の
酒
に
つ
い
て

―
製
造
・
販
売
・
消
費
― 

西
川　

展
希

和
泉
国
日
根
荘
の
領
主
支
配

―
『
政
基
公
旅
引
付
』
に
み
る
家
政
職
員
の
役
割
を
中
心
に
―

 

平
生　
　

遠

武
器
と
兵
士
に
見
る
中
世
合
戦
の
変
革
期 

宮
田　

悠
暉

室
町
期
に
お
け
る
武
家
の
出
産 

森
下
み
か
ん

近
世
の
有
馬
温
泉
に
お
け
る
湯
治 

稲
葉　

芽
以

火
薬
製
造
の
技
術
発
展
と
江
戸
社
会
か
ら
考
察
す
る
両
国

の
花
火
・
花
火
職
人 
深
澤　

秀
俊

江
戸
文
化
に
見
る
金
魚
イ
メ
ー
ジ
の
諸
相 

安
達　
　

悠

幕
末
以
降
の
伊
那
に
お
け
る
平
田
国
学
者
の
動
静

 

安
藤　

悠
子

近
代
成
立
期
に
お
け
る
平
等
主
義
的
民
衆
運
動

―
神
代
復
古
誓
願
運
動 

伊
藤　

拓
未

近
世
後
期
に
お
け
る
遊
女

―
大
坂
新
町
遊
郭
と
そ
の
周
縁
部
に
生
き
た
女
性
―

 

上
井
つ
き
こ

近
世
に
お
け
る
日
朝
相
互
認
識
の
比
較 

上
原　

実
季

寺
社
参
詣
と
旅
の
大
衆
化

―
近
世
後
期
京
都
を
中
心
に
― 

大
　

千
怜

一
八
六
七
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
幕
府
の
出
展
品

 

小
川
し
お
り

明
治
前
期
天
理
教
に
見
る
民
衆
宗
教
に
お
け
る
「
救
い
」

 

島
村　

久
生

二
重
折
上
格
子
天
井
に
み
る
江
戸
初
期
の
朝
幕
関
係
の
考
察

 

新
野　

晃
平

江
戸
時
代
の
化
粧
意
識
の
変
化
に
つ
い
て 

寺
内　

結
香

鳥
山
石
燕
『
今
昔
画
図
続
百
鬼
』
の
構
成
方
法
に
つ
い
て

 

名
合　
　

藍

東
北
・
石
巻
地
域
に
お
け
る
海
運
業
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

 

橋
本　

直
樹

尾
張
国
北
部
の
寺
子
屋
の
実
態
に
つ
い
て 

三
浦　

怜
馬

岩
倉
具
視
の
国
家
観　

―
天
皇
親
政
の
辺
縁
― 

佐
野　

巨
典

貴
族
に
よ
る
憲
法
の
「
民
主
化
」

〜
近
衛
文
麿
の
大
日
本
帝
国
憲
法
改
正
作
業
「
天
皇
絶
対
」

で
も
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
も
な
い
第
三
の
道
を
目
指
し
て
〜

 

藏
本　

篤
志
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一
八
八
〇
年
代
陸
海
軍
対
外
情
報
活
動
の
転
換

―
統
合
参
謀
本
部
構
想
を
中
心
と
し
て
― 

伊
豆
蔵
和
貴

安
ら
ぎ
を
求
め
続
け
た
男

―
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
の
日
本
女
性
観
と
そ
の
変
化
―

 

大
神　

鮎
美

平
岩
愃
保
の
保
守
主
義 

苧
野　

瑞
生

オ
シ
ャ
レ
が
花
開
く
一
九
七
〇
年
代

―
女
性
た
ち
は
何
を
思
っ
た
の
か
― 

喜
友
名
沙
紀

ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
再
評
価 

〜
桜
木
花
道
は
な
ぜ
更
生
し
た
の
か
〜 

倉
田　

康
暉

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
お
け
る
オ
カ
ル
ト
ブ
ー

ム
の
諸
相

―
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
し
た
役
割
を
中
心
に
― 

佐
藤　
　

匠

「
野
球
を
や
り
た
い
か
ら
や
る
の
で
あ
る
」

―
異
色
の
野
球
人
三
宅
大
輔
― 

定
梶　

郁
央

大
正
後
期
の
政
界
と
元
老
再
生
産

―
松
方
正
義
・
牧
野
伸
顕
・
平
田
東
助
を
中
心
と
し
て
―

 

十
河　

和
貴

立
憲
同
志
会
の
性
格
と
方
向
性

―
仲
小
路
廉
の
視
点
を
中
心
に
― 

谷
川　

瑞
紀

犬
に
魅
了
さ
れ
た
人
々

―
近
代
日
本
史
に
お
け
る
人
と
犬
の
関
係
史
― 

畑
澤　

鈴
華

参
議
江
藤
新
平
の
多
角
的
理
解

―
明
治
六
年
政
変
・
対
外
観
・
小
野
組
転
籍
事
件
―

 

深
井　
　

純

大
正
期
の
華
族
生
活
に
お
け
る
「
公
」
と
「
私
」

―
大
正
八
年
『
有
馬
頼
寧
日
記
』
を
事
例
に
― 

藤
川　
　

瞭

「
個
性
化
教
育
」
に
よ
る
心
の
歪
み

―
一
九
六
〇
〜
一
九
八
〇
年
代
の
子
ど
も
た
ち
―

 

室
崎　

里
奈

占
領
期
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

―
そ
の
変
遷
と
意
義
― 

岡
庭　

三
佳

初
期
社
会
科
教
育
実
践
史
研
究

―
永
田
時
雄
「
西
陣
織
」
実
践
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―

 

石
川　

志
歩

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
つ
い
て 

小
川　

雅
史

昭
和
天
皇
の
政
治
関
与
に
つ
い
て 

奥
田　
　

直

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
近
代
女
性
解
放
の
相
関
性
に
関
す
る

考
察 

奥
野　

竜
矢

韓
流
ブ
ー
ム
に
お
け
る
影
響
と
そ
の
現
在
に
つ
い
て

 

加
納　

理
紗

戦
時
下
に
お
け
る
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
統
制
と
責
任　

―
雑
誌
『
文
藝
春
秋
』
を
中
心
と
し
て
― 

小
枝　

祐
太

地
域
社
会
に
お
け
る
皇
室

―
大
正
期
、
長
野
県
に
お
け
る
御
成
・
行
啓
の
受
容
を
通
し

て
― 

小
林
万
里
子

戦
時
体
制
形
成
期
の
図
書
館

―
国
民
精
神
総
動
員
文
庫
に
よ
る
「
知
」
の
選
択
的
平
準
化
―

 

齊
藤　
　

涼

「Jazz

」
が
も
た
ら
す
影
響

―
社
会
的
側
面
と
音
楽
的
観
点
か
ら
― 

鈴
木　

大
元

ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
捉
え
た
日
本

―
日
本
人
の
国
民
性
に
つ
い
て
の
考
察
― 
髙
井　

亮
平

産
業
革
命
期
、
京
都
市
の
夜
学
校
の
実
態 

竹
市　

早
織

大
正
五
年
の
南
洋
観
光
団 

藤
新　

朋
大

救
護
法
の
公
共
性 

藤
谷　

慈
稀

戦
後
の
教
育
勅
語
と
旧
教
育
基
本
法 

藤
原　

武
尊

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
精
神
主
義
に
よ
る
民
衆
の
戦
争

動
員 

八
木　

英
樹

本
末
関
係
か
ら
み
る
祇
園
御
霊
会 

藤
島　

早
紀

永
享
の
山
門
騒
乱 

西　
　

淳
平

加
賀
の
一
向
一
揆
に
つ
い
て

―
文
明
・
長
享
期
を
中
心
に
― 

赤
島　

一
平

浄
瑠
璃
寺
と
本
寺 

稲
田　

琴
美

中
世
に
お
け
る
浄
土
宗
の
動
向 

稲
端　

優
希

「
三
木
合
戦
の
発
端
（
別
所
氏
離
反
の
理
由
）」
に
関
す
る

考
察

―
反
信
長
勢
力
と
の
関
係
性
を
通
じ
て
― 

岩
本　

晃
一

酒
屋
土
倉
役
に
つ
い
て 

大
江　

巧
馬

近
江
保
内
商
人
の
商
業
活
動
に
つ
い
て 

北
村　

啓
輔

村
上
海
賊
に
つ
い
て 

客
野　

寿
和

永
享
期
今
川
氏
と
駿
河 

鈴
木
雄
一
朗

少
弐
・
宗
体
制
の
崩
壊
時
期
と
要
因 

辻　
　

博
喜

中
世
後
期
雅
楽
の
動
向
に
つ
い
て

―
戦
国
時
代
の
楽
人
の
一
年
を
中
心
に
― 

豊
田　
　

愛

「
石
山
合
戦
」
開
戦
過
程
の
考
察 

羽
山　
　

努

中
世
寺
院
の
童
姿 

松
本　

早
織

修
学
旅
行
地
と
し
て
の
京
都　

―
戦
前
・
戦
後
の
比
較
を
通
じ
て
― 

星
野　
　

樹

ス
ポ
ー
ツ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

〜
極
東
選
手
権
大
会
を
中
心
に
〜 

大
橋　

舞
貴

敗
戦
後
、
徳
島
県
の
家
庭
料
理 

―
『
徳
島
新
聞
』
を
史
料
と
し
て
― 

岡
藤
夕
希
也
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明
治
神
宮
競
技
大
会
論 

亀
井　

雅
人

一
九
六
〇
年
代
の
う
た
ご
え
運
動　

京
都
を
中
心
に

 

興
野　

大
樹

雑
誌
『
旅
』
に
み
る
日
本
統
治
下
に
お
け
る
台
湾
の
観
光

旅
行
に
つ
い
て 

角
田　

典
子

一
九
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
沖
縄
本
島
と
宮
古
群
島
の

諸
相

―
『
う
る
ま
新
報
』
と
『
み
や
こ
新
報
』
の
広
告
か
ら
―

 

津
波　
　

舞

赤
瀬
川
原
平
の
パ
ロ
デ
ィ
活
動
と
そ
の
評
価

〜
七
〇
年
代
を
中
心
に
〜 
中
西　

沙
織

澤
本
頼
雄『
英
国
駐
在
武
官
補
佐
官
英
国
情
報
報
告
原
稿
』

に
つ
い
て 

細
萱　

洋
佑

戦
前
期
に
お
け
る
麻
雀
の
隆
盛
と
衰
退 

由
井
薗　

廉

『
ひ
ま
わ
り
』
の
輝
き

―
中
原
淳
一
が
少
女
た
ち
に
与
え
た
夢
― 

上
山　

陽
子

『
風
俗
画
報
』
に
み
る
明
治
期
の
子
供
遊
び 

大
矢　

京
子

名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
と
冀
東
・
冀
察

―
博
覧
会
研
究
に
お
け
る
一
手
法
の
出
品
―

 

酢
谷　

仁
美

第
一
高
等
学
校
に
お
け
る
音
楽
批
評
の
始
ま
り

―
「
芸
術
」
音
楽
の
始
ま
り
― 

西
澤　

忠
志

昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
南
方
へ
の
経
済
的
進
出

―
外
交
的
側
面
か
ら
見
る
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
の
活
動
―

 

西
野　

拓
哉

国
連
一
般
軍
縮
会
議
に
お
け
る
情
報
活
動 

濱
名　

翔
平

「n
on

-n
o

」
に
見
る
「
外
国
人
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

―
一
九
七
〇
年
代
〜
八
〇
年
代
― 

村
上　

詩
織

考
古
学
・
文
化
遺
産
専
攻

縄
文
研
究
に
お
け
る
図
像
解
釈
上
の
確
証
バ
イ
ア
ス

 

末
松
万
由
子

縄
文
土
器
底
部
圧
痕
変
移
の
意
義 

松
原　

奈
緒

縄
文
編
布
製
作
技
法
の
実
験
的
考
察 

渡
邉　

裕
穂

弥
生
時
代
の
独
立
棟
持
柱
建
物 

安
藤　

佳
奈

蓋
形
埴
輪
の
製
作
技
法
の
変
遷 

井
内　

紳
碁

畿
内
地
域
に
お
け
る
葺
石
の
様
相
と
展
開

〜
前
期
古
墳
を
対
象
と
し
て
〜 

小
平　

典
子

弥
生
時
代
後
期
の
河
内
平
野
に
お
け
る

の
炊
事
法

―
ス
ス
・
コ
ゲ
と
容
量
を
中
心
に
― 

才
治　

朋
子

近
畿
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
鉄
鏃
生
産 

三
浦　

悠
葵

弥
生
・
古
墳
時
代
に
お
け
る
京
都
府
下
の
木
製
農
耕
具

 

山
﨑　

京
香

仏
像
の
広
が
り
か
ら
見
る
仏
教
信
仰 

青
山　

悦
子

絵
馬
に
関
す
る
考
察
―
奉
納
心
意
の
変
化 

青
山　

未
季

絵
画
資
料
と
照
合
し
て
見
る
近
世
中
後
期
に
お
け
る
江
戸

で
の
陶
磁
器
の
流
通
と
消
費 

笠
倉　

徹
也

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
日
本
庭
園
の
景
観
に
つ
い
て

 

迫
間　

圭
佑

瓦
の
導
入
さ
れ
た
城
の
役
割
に
つ
い
て

―
安
土
築
城
以
前
の
畿
内
を
中
心
と
し
た
城
― 

戸
田　

龍
蔵

香
川
県
高
松
市
の
戦
後
の
都
市
計
画 

仲
井　

俊
一

近
畿
を
中
心
と
し
た
出
土
弓
の
考
古
学
的
考
察

 
中
村　

文
佳

呪
符
木
簡
の
変
容
と
展
開　

―
古
代
・
中
世
を
中
心
に
― 

濱
岡　

宏
理

近
現
代
に
お
け
る
戦
争
記
念
碑
の
分
類
と
考
察

―
長
野
県
松
本
地
域
か
ら
み
る
石
碑
と
人
々
と
の
か
か
わ
り
―

 

壬
生　

量
子

奈
良
県
宇
陀
市
に
お
け
る
鳥
居
の
考
察

―
鳥
居
の
分
類
と
地
域
と
の
関
わ
り
― 

村
嵜　

優
磨

一
括
出
土
銭
の
出
土
状
態　

―
そ
の
役
割
を
考
え
る
― 

森
田
真
由
香

出
土
状
況
か
ら
み
る
六
道
銭

―
伏
見
城
城
下
町
出
土
の
銭
貨
を
中
心
と
し
て
―

 

山
本　

章
浩

御
土
居
の
治
水
的
研
究

―
紙
屋
川
と
御
土
居
の
袖
― 

田
中　
　

亮

中
国
文
学
・
思
想
専
攻

邵
雍
の
「
観
物
」
と
は
何
か

―
『
伊
川
撃
壤
集
』
で
の
用
例
に
注
目
し
て
― 

谷　

勇
輝

三
国
時
代
の
佯
狂
の
観
念
と
実
態 

中
本　

楓
弓

膠
済
鉄
道
開
通
直
後
の
社
会 

宮
嵜　

菜
穂

先
秦
の
君
主
の
身
体
の
捉
え
方 

浅
枝　

篤
史

魯
迅
の
女
性
解
放
論 

遠
藤　
　

茜

秦
観
の
詩
と
詞 

高
木
久
登
美

竹
青 

堀
井　

真
希

中
国
に
お
け
る
冥
婚
習
俗

―
死
者
を
な
ぜ
結
婚
さ
せ
る
の
か
― 

宮
内　
　

楓

神
話
と
伝
承
か
ら
見
る
桃
の
神
秘
性 

髙
岡　

紗
希

命
令
文
に
用
い
ら
れ
る
連
用
修
飾
語
の
日
中
比
較
対
照

―
中
国
語
の
〝
耐
心
〞
を
出
発
点
に
― 

太
田　

匡
亮
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唐
宋
代
の
犬
文
化

―
「

児
」「
烏
龍
」
と
女
性
た
ち 

大
橋　

里
佳

清
代
皇
帝
の
暮
ら
し
と
料
理
の
変
遷 

谷
川　

侑
菜

『
三
国
志
』
か
ら
読
み
取
る
曹
操
の
人
物
像

―
曹
操
の
思
考
の
変
化
を
中
心
に
― 

鶴
崎　

夢
子

中
国
の
花
文
化

―
唐
詩
に
お
け
る
花
と
美
人 

濱
本　

悠
里

中
国
人
の
爆
買
い
に
お
け
る
思
考
に
つ
い
て 

神
田　

一
輝

『
人
虎
伝
』
と
『
山
月
記
』
の
比
較 

宮
内　

真
穂

東
洋
史
学
専
攻

隋
の
時
代
背
景
と
科
挙
の
関
係
性
に
つ
い
て 

馬
場
遼
太
郎

五
世
紀
に
お
け
る
中
国
南
北
両
朝
と
東
ア
ジ
ア

 

阪
野　

智
章

『
春
秋
』
の
史
料
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察 

青
木　

拓
哉

秦
に
お
け
る
文
字
の
変
遷

―
李
斯
に
よ
る
「
文
字
の
統
一
」
を
め
ぐ
っ
て
―

 

浅
田　

有
香

漢
代
画
像
石
に
お
け
る
瑞
祥
図
の
地
域
的
差
異
お
よ
び
時

代
的
変
異
に
つ
い
て 

喜
文
字
大
雅

志
怪
小
説
か
ら
み
た
六
朝
文
人
の
一
側
面 

西
村　

嵯
千

西
周
「
官
制
」
の
再
検
討 

松
井　
　

亮

遣
唐
使
の
航
路
と
東
ア
ジ
ア
の
外
交
関
係 

宮
川　
　

哲

清
朝
末
期
に
お
け
る
人
材
育
成
制
度
の
近
代
化
に
つ
い
て

 

太
田　

修
弘

中
国
に
お
け
る
ム
ス
リ
マ
と
女
学
に
つ
い
て 

奥
村　

一
穂

刑
罰
制
度
か
ら
紐
解
く
中
国
近
世
の
裁
判

―
死
刑
制
度
を
中
心
と
し
た
追
求
― 

小
城　

玄
揮

南
京
事
件
の
研
究 

嶋
岡　

彩
芽

中
国
の
美
人
観　

―
唐
代
を
中
心
に
― 

竹
内　
　

綾

明
代
福
建
の
男
色
文
化
に
つ
い
て 

袴　

未
沙
紀

帯
飾
板
・
帯
金
具
か
ら
見
た
匈
奴
と
漢
の
相
互
関
係

 

森　

有
紀
子

明
武
宗
朝
再
考

―

房
を
中
心
と
し
て
見
た
― 

森　
　

若
菜

清
代
台
湾
に
お
け
る
「
仲
介
者
」
か
ら
見
る
社
会
形
成

 

中
村　

靖
子

陸
遜
伝 

千
國
瑛
莉
果

曹
魏
中
後
期
に
お
け
る
軍
の
変
遷

―
都
督
制
度
か
ら
見
た
一
考
察
― 

西
村　
　

翼

現
代
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
化
専
攻

台
湾
市
場
に
お
け
る
日
本
音
楽
の
動
向 

冨
田　

悠
莉

中
国
各
地
で
増
加
す
る
鬼
城 

中
西　
　

亮

中
国
経
済
と
習
近
平
政
権
か
ら
探
る
汚
職
腐
敗
国
家
中
国

 

池
内　

亮
介

中
国
の
自
家
用
車
の
ニ
ー
ズ
の
変
遷
と
未
来 

伊
藤　

嘉
将

中
国 

若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

―
月
光
族
の
消
費
動
向 
上
野　

零
人

朱
子
学
・
陽
明
学
か
ら
藤
樹
学
へ 
大
久
保
紘
子

中
国
に
お
け
る
蒼
井
そ
ら
の
人
気
と
ウ
ェ
イ
ボ
ー（
微
博
）

に
つ
い
て 

大
林　

遼
平

日
本
の
ア
ニ
メ
は
中
国
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

 

大
松　

絵
美

中
国
の
サ
ッ
カ
ー
事
情 

梶
原　

周
太

『
雨
傘
革
命
』
か
ら
見
る
中
国
・
香
港
の
一
国
二
制
度

 

岸　
　

敬
也

中
国
の
電
動
自
転
車
事
情 

中
川　

大
介

中
国
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
文
化
の
受
容

―
サ
ン
リ
オ
の
中
国
進
出
に
焦
点
を
当
て
て
― 

藤
崎　

真
菜

現
代
中
国
新
語
か
ら
み
る
現
代
中
国
社
会
の
変
容

 

森
内　

友
紀

日
系
企
業
の
中
国
進
出
の
課
題

―
内
陸
地
域
の
展
望
― 

池
田　

大
樹

西
大
門
刑
務
所
と
白
凡
金
九

―
大
韓
民
国
の
歴
史
認
識
を
中
心
に
― 

伊
献　

真
人

朴
正
煕
軍
事
政
権
時
代
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
広

が
り

―
開
発
独
裁
と
民
主
化
― 

大
島　

康
佑

伝
統
文
化
の
保
存
と
観
光
活
用
の
関
係
性

〜
安
東
・
河
回
別
神
グ
ッ
タ
ル
ノ
リ
を
中
心
に
〜

 

坂
下
祥
太
郎

韓
国
カ
フ
ェ
文
化
の
発
展

―
市
場
競
争
と
多
様
化
― 

首
藤　

真
美

日
韓
の
美
容
整
形
事
情

―
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
解
く
両
国
の
考
え
― 

高
須
賀
あ
い

韓
国
の
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

の
海
外
進
出 

寺
本　

早
織

韓
国
の
徴
兵
制

―
国
防
の
義
務
が
抱
え
る
矛
盾
― 

中
島　

勇
樹
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韓
国
語
の
敬
語
表
現

〜
ド
ラ
マ
か
ら
み
る
敬
語
の
役
割
と
人
間
関
係
〜

 

長
野　
　

萌

二
〇
〇
二
年
日
韓
Ｗ
杯
が
与
え
た
政
治
効
果 

平
山　

拓
哉

周
時
経
に
お
け
る
「
形
態
主
義
」
表
記
の
萌
芽

〜
国
漢
文
と
純
ハ
ン
グ
ル
表
記
の
比
較
か
ら
〜 

吉
積　

皓
平

韓
国
の
飲
酒
文
化

〜
酒
の
消
費
実
態
と
大
学
生
の
飲
酒
行
為
〜 

陳　
　

燕
鳴

現
代
中
国
社
会
に
お
け
る
出
稼
ぎ
労
働
の
質
的
変
化

 

大
端　

秀
志

「
国
立
故
宮
博
物
院
」
が
見
せ
る
も
の

―
文
物
移
送
に
関
わ
っ
た
人
々
の
思
い 
國
弘　
　

遥

『
三
国
演
義
』
に
関
す
る
論
評
に
つ
い
て

―
雑
誌
『
新
青
年
』
上
の
白
話
論
争
を
き
っ
か
け
に
―

 

酒
井　

悠
樹

台
湾
に
お
け
る
本
土
言
語
教
育
の
行
方

―
言
語
教
育
政
策
と
実
態
を
も
と
に 

田
中　

和
音

現
代
中
国
に
お
け
る
口
コ
ミ
の
動
態
的
考
察 

献
田　

哲
也

現
代
中
国
社
会
の
働
き
方 

藤
森　

智
哉

日
台
間
に
お
け
る
「
親
日
」
イ
メ
ー
ジ
の
齟
齬

―
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
と
台
湾
若
年
層
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
か
ら
― 

三
好　
　

風

在
日
コ
リ
ア
ン
高
齢
者
に
つ
い
て

―
「
故
郷
の
家
・
京
都
」
を
中
心
に
― 

朝
田　

絵
莉

韓
国
徴
兵
制
に
お
け
る
良
心
的
兵
役
拒
否
と
代
替
服
務
制

度 

今
村　

昌
孝

日
朝
医
学
交
流
史
研
究
の
現
状
と
課
題

―
三
木
栄
『
朝
鮮
醫
學
史
及
疾
病
史
』
の
検
討
を
中
心
に
―

 

小
針　

皆
子

日
韓
学
生
が
感
じ
る
相
互
認
識

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
る
日
韓
関
係
の
現
状
と
将
来

展
望
〜 

近
藤　

夏
実

韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
廃
棄
物
問
題

―
行
政
・
市
民
団
体
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
―

 

庄
司　

理
恵

現
代
韓
国
女
性
の
結
婚
観
の
研
究

―
配
偶
者
選
択
条
件
と
と
も
に
― 

西
田　

玲
奈

日
本
の
大
学
に
お
け
る
韓
国
・
朝
鮮
語
教
育 

西
村　

真
希

Ｋ
－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
か
ら
見
る
日
韓

〜
Ｋ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
過
去
現
在
か
ら
未
来
を
考
察
〜 

橋
本　

春
香

北
村
の
伝
統
的
な
町
並
み
保
存
と
そ
の
観
光
地
化

 

橋
本　

優
奈

中
国
の
食
文
化
か
ら
見
る
食
事
作
法
に
つ
い
て

 

岩
田
美
紗
妃

化
粧
品
産
業
か
ら
見
る
日
韓
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
比
較 

上
東　

桃
子

中
国
都
市
部
と
農
村
部
に
お
け
る
中
等
教
育
の
現
状
と
格

差 

遠
藤　

里
紗

日
中
韓
の
化
粧
に
対
す
る
価
値
観
の
比
較 

鎌
倉　

冬
梅

中
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
が
あ
た
え
る
影
響

 
髙
間　

奈
穂

中
国
と
日
本
の
八
〇
后
・
九
〇
后
が
抱
く
お
互
い
の
イ

メ
ー
ジ 

中
南　

早
貴

中
国
に
お
け
る
プ
ロ
野
球
定
着
へ
の
課
題
と
策

 

船
戸　

貴
嗣

事
故
対
応
か
ら
見
え
る
韓
国
の
課
題

〜
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件
を
中
心
に
〜 

丸
山　

紗
代

中
国
語
と
日
本
語
の
「
す
れ
違
い
」 

廣
部　
　

豪

英
米
文
学
専
攻

Jan
e A

u
sten

, P
rid

e an
d

 P
reju

d
ice

研
究

―
素
直
に
生
き
る
ヒ
ロ
イ
ン 

久
保
田
真
優

『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
と
『
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
ウ
イ
の
興
隆
』

の
比
較
研
究

―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
与
え
た
影
響
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
創
造
性
―

 

佐
藤　

万
記

O
scar W

ilde

研
究

―
『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』
に
お
け
る
善
と
悪
―

 

田
川
佳
奈
枝

T
he P

icture of D
orian G

ray

に
み
る
ド
リ
ア
ン
の
人
格

 

田
中　

聖
奈

T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

研
究

―
ド
リ
ア
ン
の
死
に
つ
い
て
の
考
察 

西
村
誠
太
朗

R
om

eo an
d

 Ju
liet

研
究

―
家
父
長
制
と
闘
う
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
― 

増
田　
　

梢

E
. M

. F
orster, H

ow
ard

s E
n

d
 

研
究

―
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
夫
人
の
死
の
意
味 

楳
田　

優
貴

E
m

ily B
ron

te, W
u

th
erin

g H
eigh

ts

研
究

―
自
然
が
支
配
す
る
ア
ー
ン
シ
ョ
ー
家
と
文
明
が
支
配
す
る

リ
ン
ト
ン
家
の
対
立
と
そ
の
背
景 

小
田
桐
久
典
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『
嵐
が
丘
』
研
究

―
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
の
肉
体
と
魂
の
分
離
―

 

河
島　

菜
瑠

『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
研
究

―‘O
n

ly con
n

ect’ 
が
持
つ
意
味
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
役
割

 

北　
　

英
薫

E
.M

.F
orster, H

ow
ard

s E
n

d

研
究

̶
 L

eon
ard B

ast

を
め
ぐ
っ
て 

萩
井　

咲
子

Jan
e E

yre

研
究

―
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
生
き
る
女
性
の
葛
藤 

前
田　

菜
摘

D
ian

a W
yn

n
e Jon

es, H
ow

l’s M
ovin

g C
astle 

研
究

―
少
女
は
ど
う
成
長
す
る
の
か 
安
原　

里
美

ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察

―
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
考
え
る
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

 

近
江　

祥
太

O
scar W

ilde, “L
ady W

in
derm

ere’s Fan”

研
究

 

岡
﨑　

文
乃

T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

研
究

―
バ
ジ
ル
と
ド
リ
ア
ン
の
死 

岡
村　

奈
緒

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
か
ら
紐
解
く
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

宗
教
観 

藤
田　

佳
奈

O
scar W

ilde, T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

研
究

―
シ
ビ
ル
・
ヴ
ェ
イ
ン
の
死 

三
谷　

梨
乃

O
scar W

ilde

の
童
話
に
お
け
る
個
人
主
義
と
利
己
主
義

 

野
上
こ
の
り

G
eorge B

ern
ard S

h
aw

のP
ygm

alion

に
お
け
る
言

語
と
社
会 

先
山　

史
也

C
on

an
 D

oyle

のT
h

e H
ou

n
d

 of th
e B

askervilles

に
お
け
るS

h
erlock H

olm
es

の
人
物
造
型

―
視
点
と
語
り 

赤
壁　

彩
子

R
om

eo an
d

 Ju
liet

の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン 

石
瀧　

晴
香

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

の
悲

劇
性

―
劇
構
造
の
観
点
か
ら 

石
田　

桃
子

O
scar W

ilde

のS
alom

é

に
お
け
る
月
の
イ
メ
ー
ジ
と

女
性
観 

稲
垣
安
梨
沙

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

に
お

け
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
演
劇
的
効
果 

奥
山　

好
実

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

に
お

け
る
死
の
ア
レ
ゴ
リ
ー 

筧　
　

絵
理

G
eorge B

ernard Shaw

のP
ygm

alion

に
お
け
る
結
婚

 

片
田　

賢
志

A
lex S

h
earer

のS
ea L

egs

に
お
け
る
幸
福
の
概
念

 

岸
田　

海
紅

P
eter P

an
の
不
安

―P
eter an

d
 W

en
d

y

に
関
す
る
研
究 

北
川　

貴
絵

W
illiam

 S
h

akespeare 

の T
w

elfth
 N

igh
t 

に
お
け

る
異
性
装
の
役
割 

白
木　

も
も

O
scar W

ilde

のT
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

に
お

け
る
同
性
愛
の
表
象 

髙
橋　

敬
崇

W
illiam

 S
h

akespeare

のH
am

let
に
お
け
る
ハ
ム

レ
ッ
ト
の
成
長
過
程
に
つ
い
て 
竹
下　
　

僚

W
illiam

 S
h

akespeare

のA
n

ton
y an

d
 C

leopatra

に
お
け
る
性
と
死
の
関
係 

辰
巳　

遥
香

W
illiam

 S
h

akespeare

のA
s You

 L
ike It

に
お
け
る

ロ
ザ
リ
ン
ド
の
道
化
性 

辻
田
あ
ず
み

Jan
e A

u
sten

のP
rid

e an
d

 P
reju

d
ice

に
お
け
る
喜

劇
性
と
風
刺 

辻
森　

麻
里

W
illiam

 S
h

akespeare

のT
w

elfth
 N

igh
t

に
お
け
る

異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

土
橋　

美
咲

W
illiam

 S
h

akespeare

のT
h

e T
raged

y of H
am

let, 

P
rin

ce of D
en

m
ark

に
お
け
る
女
性
観

―
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
分
析
を
中
心
に 

中
塚　

莉
沙

W
illiam

 S
h

akespeare

のT
h

e S
on

n
ets

に
お
け
る

美
の
表
象 

中
山　

靖
子

W
illiam

 S
h

akespeare

のH
am

let

に
お
け
る
亡
霊

 

永
江　

祥
機

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

に
お

け
る
恋
と
男
性
性
の
関
係
を
め
ぐ
る
考
察 

平
野　

可
菜

W
illiam

 S
h

akespeare

のM
acbeth

に
お
け
る
欲
望

の
矛
盾
性 

松
尾　

彬
由

W
illiam

 C
on

greve

のT
h

e W
ay of th

e W
orld

に
お

け
る
機
知
の
特
性 

森　
　

優
大

J. K
. R

ow
lin

g

のH
arry P

otter

シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る

ヒ
ロ
イ
ズ
ム 

森
下　

優
月

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

に
お

け
る
言
葉
遊
び 

山
田　

和
省

W
illiam

 S
h

akespeare

のM
acbeth

に
お
け
る
自
然

 

横
尾　

雅
大

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d

 Ju
liet

に
お

け
る
死
の
表
象 

𠮷
川　

貴
史
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O
scar W

ild

のT
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

に
お

け
る
男
同
士
の
関
係 

吉
村　

太
一

W
illiam

 S
h

akespeare

のO
th

ello

に
お
け
る
イ
ア
ー

ゴ
の
悪
役
像 

森
本　

夏
海

G
en

der R
oles in

 20
th-C

en
tu

ry L
on

don
: A

 S
tu

dy 

of M
rs. D

allow
ay by V

irgin
ia W

oolf  

大
西　

祥
平

T
h

e S
tu

dy of Jem
u

bh
ai an

d B
iju’s Im

m
igration

 

in
 T

h
e In

h
eritan

ce of L
oss by K

iran
 D

esai 

 

浅
川　

由
衣

T
h

e D
iscom

fort of K
n

ow
in

g T
w

o C
u

ltu
res for 

G
ogol in

 T
h

e N
am

esake by Jh
u

m
pa L

ah
iri

 
江
間
米
亜
梨

F
em

in
ism

 in
 L

. F
ran

k B
au

m
’s T

h
e W

izard
 of O

z

 

木
村　

侑
加

In
terpretin

g th
e M

aladies from
 Jh

u
m

pa 

L
ah

iri’s S
h

ort S
tories 

谷
村
エ
イ
ミ
ー
愛
子

Iden
tity D

evelopm
en

t for Im
m

igran
t Fam

ilies 

in
 th

e U
S

 in
 T

h
e N

am
esake by Jh

u
m

pa 

L
ah

iri 

三
井　
　

香

M
orality an

d H
edon

ism
 in

 T
h

e P
ictu

re of 

D
orian

 G
ray by O

scar W
ilde 

津
村　

好
香

T
h

e Im
plication

 C
u

ltu
re C

lash
 C

an
 B

e 

O
vercom

e in
 T

h
e Joy L

u
ck C

lu
b by A

m
y T

an

 

原
田　

稔
彦

T
h

e E
volu

tion
 of C

om
in

g-of-A
ge N

ovels seen
 in

 

T
h

e P
erks of B

ein
g a W

allflow
er by S

teph
en

 

C
h

bosky 

坂
田　

有
沙

T
h

e T
h

em
atic S

ign
ifican

ce of M
arriage in

 L
ittle 

W
om

en
 by L

ou
isa M

ay A
lcott 

中
　

友
佳

『
ム
ー
ン
・
パ
レ
ス
』
に
お
け
る
月
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と

主
人
公
マ
ー
コ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

森
下　

佳
織

ゲ
セ
ン
人
と
地
球
人
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
較

―T
h

e L
eft H

an
d

 of D
arkn

ess 

に
み
る
性 

相
本　

絵
美

T
h

e C
atch

er in
 th

e R
ye

へ
の
共
感

―
ホ
ー
ル
デ
ン
の
承
認
欲
求
を
め
ぐ
っ
て 

赤
井　

真
史

色
で
み
るT

h
e G

reat G
atsby 

赤
江　

麻
衣

T
h

e C
olor P

u
rple

の
セ
リ
ー
の
変
化
に
見
る
ウ
ー
マ

ニ
ズ
ム 

池
上　

侑
加

T
h

eir E
yes W

ere W
atch

in
g G

od

に
お
け
る
ジ
ェ
イ

ニ
ー
の
自
己
実
現

―
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
ジ
ェ
イ
ニ
ー
へ 

大
小
田
紀
子

ピ
コ
ー
ラ
の
母
ポ
ー
リ
ー
ン
に
見
る

一
九
四
〇
年
代
の
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
『
青
い
眼
が
ほ
し
い
』
か
ら
読
み
解
く 

加
藤　

優
菜

H
erm

an
 M

elville
“B

artleby”

に
見
る

ウ
ォ
ー
ル
街
に
あ
る
価
値
観
の
受
け
入
れ
と
拒
否

 

川
崎
こ
は
る

『
華
氏
４
５
１
度
』
に
お
け
る
英
雄
の
不
在 

北
川
沙
也
那

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
短
編
に
見
る
プ
ア
・
ホ

ワ
イ
ト 

木
全　

香
織

S
lau

gh
terh

ou
se-F

ive

に
お
け
る
不
条
理
さ
と

距
離
・
時
間
の
関
係 
木
村　

萌
子

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
転
移 

小
池　

佑
歩

T
h

e S
u

n
 A

lso R
ises

に
お
け
る
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
現
代 

佐
合　

志
保

T
h

e C
olor P

u
rple

か
ら
読
む
黒
人
女
性
の
解
放

 

柴
田　

絢
香

主
人
公
とdouble

は
な
ぜ
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

―“W
illiam

 W
ilson”

と“T
h

e Fall of th
e H

ou
se of 

U
sh

er”

を
中
心
に
― 

柴
田　

沙
耶

T
h

e S
u

n
 A

lso R
ises

に
お
け
る
移
動 

鈴
木　

智
士

性
の
考
察　

―B
rave N

ew
 W

orld

と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
― 

鈴
木　

有
美

“T
h

e Fall of th
e H

ou
se of U

sh
er”

に
お
け
る
内
な

る
狂
気
とE

u
reka

の
世
界 

竹
渕　
　

彩

“H
op-F

rog”

か
ら
読
む
ポ
ー
の
愛
と
復
讐 

田
中　

希
美

“B
reakfast at T

iffan
y’s”

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ 

山　

純
礼

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
部
作
』
に
お
け
る
赤
い
ノ
ー
ト
の
役

割
と
効
果
に
つ
い
て 

藤
田　

峻
介

T
h

e G
reat G

atsby

に
お
け
る
語
り
手
の
存
在
と
役
割

 

室
田
純
一
郎

T
h

e G
reat G

atsby

に
も
た
ら
さ
れ
る
女
性
と
移
民

 

山
岸　
　

汀

“B
reakfast at T

iffan
y’s”

に
見
る
、
感
覚
を
操
る

カ
ポ
ー
テ
ィ

―
孤
独
な
人
物
群
と
色
使
い 

山
下　

勇
次

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
自
律
的
良
心
の
確
立

 

山
村
さ
つ
き

『
ア
ラ
バ
マ
物
語
』
か
ら
見
る
一
九
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ

の
黒
人
差
別
に
つ
い
て 

吉
岡　

賢
人



一
一
二

830

西
洋
史
学
専
攻

3
、
4
世
紀
に
お
け
る
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
変
容

 

加
藤　
　

賢

現
代
に
お
け
る
「
ケ
ル
ト
」
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
揚

―
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
視
点
か
ら
―

 

園
田　

洋
平

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
と
魔
女

―
彼
女
た
ち
は
な
ぜ
魔
女
に
さ
れ
た
の
か
― 

大
竹　

杏
奈

末
期
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
ア
ル
メ
ニ
ア

人
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
人
の
関
係
の
変
遷 
木
寅　

雄
斗

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
戦
士
に
関
し
て

―
ペ
ル
シ
ア
戦
争
時
期
を
主
に
― 

小
林　

真
弘

移
民
か
ら
み
る
現
代
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
移
民
政
策
の
問
題
点

〜
マ
グ
レ
ブ
移
民
を
中
心
に
〜 

髙
井
玲
央
真

中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
地
巡
礼 

―
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
巡
礼
か
ら
見
る
民
衆

の
信
仰
と
精
神
― 

服
部　

祥
平

に
お
い
か
ら
見
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
衛
生
観
の
変
遷

 

尼
子
明
日
架

中
世
イ
タ
リ
ア
商
人
と
情
報
管
理

―
リ
テ
ラ
シ
ー
と
商
業
技
術
の
発
達
か
ら
み
る
―

 

有
元　

寛
太

カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
か
ら
み
る
笑
い
に
つ
い
て 

遠
藤　
　

蓮

13
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説

の
受
容

―
国
王
と
農
村
世
界
の
狭
間
で
― 

加
藤　

将
也

中
世
後
期
ド
イ
ツ
都
市
に
お
け
る
紛
争
解
決
と
暴
力

―
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
中
心
に
― 

狩
野　
　

涼

中
世
西
洋
社
会
に
お
け
る
魔
術
の
起
源
と
変
遷
に
つ
い
て

 

佐
藤　

歌
織

近
世
オ
ラ
ン
ダ
の
繁
栄
と
衰
退

―
オ
ラ
ン
ダ
は
な
ぜ
18
世
紀
に
停
滞
を
見
せ
た
の
か
―

 

佐
藤　

雅
也

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ト
ー
ル
信
仰

―
辺
境
の
実
力
社
会
の
中
で
― 

日
置
ま
な
み

南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
カ
タ
リ
派
異
端
の
信
仰

 

藤
井
香
一
子

市
民
宗
教
の
効
果

―
ア
メ
リ
カ
国
民
へ
浸
透
す
る
影
響
と
は
― 

藁
谷　

拓
矢

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
の
民
族
自
治
論 

北
嶋　
　

翔

英
領
期
イ
ン
ド
の
土
地
政
策
に
つ
い
て

―
20
世
紀
初
頭
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
を
事
例
と

し
て
― 

斎
藤　
　

智

イ
ブ
ン
・
バ
ト
ゥ
ー
タ
を
通
し
て
み
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

繁
栄 

阪
本　

修
平

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
け
る
ボ
ス
と
は

―
タ
マ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
題
材
に
― 

谷
口　

尚
幸

初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
異
教
と
の
境
界

―
墓
地
か
ら
見
る
宗
教
的
多
様
性
― 

中
田　

裕
香

O
rigin

al F
isk Ju

bilee S
in

gers 
の
成
功
と
そ
の
意
義

―
奴
隷
制
廃
止
直
後
の
社
会
に
お
け
る
黒
人
合
唱
団
の
商
業

的
知
見
― 
早
川　

明
郎

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
運
動
と
イ
タ
リ
ア
国
民
形
成 

―
イ
タ
リ
ア
人
は
い
か
に
し
て
イ
タ
リ
ア
人
に
成
っ
た
か
？

 

福
野　

聡
美

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
た
ち 

―
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
真
の
姿
を
探
る
― 

山
本　

莉
菜

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
価

値
観
の
変
容
と
消
費
社
会
の
成
立 

多
喜
荘
英
朗

一
九
二
〇
年
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
失
わ
れ
た
世
代
に
関
す

る
考
察

―
米
国
と
の
比
較
を
中
心
に
― 

古
田　

裕
之

イ
タ
リ
ア
に
巣
食
う
悪
魔

〜
マ
フ
ィ
ア
〜 

松
本　

章
太

脱
工
業
社
会
に
お
け
る
余
暇
社
会
と
は

―
人
々
の
余
暇
観
の
変
遷
と
現
代
の
諸
問
題
か
ら
見
る
今
世

紀
の
余
暇
活
動
の
在
り
方
― 

内
山　

倫
史

近
代
競
馬
の
歴
史
と
賭
博
観
の
変
遷 

梶
原　

正
志

自
主
規
制
に
み
る
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
的
権
力
と
の
関
係

―
ナ
チ
ズ
ム
を
事
例
に
し
て
― 

堰
澤
健
太
郎

日
独
に
お
け
る
過
去
の
克
服
と
政
治
参
加
意
識

 

武
田　

加
織

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
可
能
性 

寺
尾　

匠
吾

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
誤
解

 

西
山　

秀
人

西
洋
近
代
史
か
ら
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

 

畠
山　

佳
織

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ユ
ー
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
の
興
隆
と
影
響

 

平
井　

将
太

ア
メ
リ
カ
か
ら
見
る
現
代
の
宗
教
と
政
治 

山
口　

昌
利
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コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
特
質

―
権
力
と
身
体
の
関
わ
り
の
な
か
で
― 

湯
澤　

紗
生

20
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
編
に
よ
る
歴
史
教
育
の
変
化

 

渡
邊
俊
一
郎

移
民
・
多
文
化
主
義
・
人
種
主
義　

〜
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
〜 

嶌
田　

理
江

帝
国
か
ら
の
独
立

〜
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
通
し
て
〜 

島
野　

朱
眸

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
―
イ
ギ
リ
ス
人
と
は
何
か

 

西
澤　

早
織

文
化
芸
術
専
攻

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
定
着
化
に
つ
い
て

〜m
ixi

を
軸
に
考
え
る
〜 

伊
吹　

愛
香

現
代
の
若
者
の
こ
と
ば 

太
田　

翔
平

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
お
け
る
言
葉
の
必
要
性 

要
石
里
沙
子

カ
タ
カ
ナ
語
と
和
製
英
語
の
氾
濫
に
つ
い
て 

河
合　

遥
香

お
守
り
の
文
化 

北
尾　
　

彬

ス
ペ
イ
ン
語
の
言
語
状
況 

小
寺　

理
佳

様
々
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て 

小
中
菜
摘
美

こ
と
ば
と
思
考
の
関
係
か
ら
み
る
、
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン 

酒
井　

麻
里

翻
訳
が
つ
く
る
日
本
語
の
イ
メ
ー
ジ

〜
映
画
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
の
吹
き
替
え
を
通
し
て
〜

 

志
賀
由
里
絵

オ
タ
ク
文
化
が
生
ん
だ
新
語 

〜
な
ぜ
〝
萌
え
〞
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
〜

 

重
松　

優
里

モ
ノ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
効
果

 

髙
岡　

夏
実

関
西
共
通
語
の
存
在
の
是
非 

田
辺　

陽
一

若
者
言
葉
に
つ
い
て 

德
光　

英
里

名
付
け
に
よ
る
認
識
と
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
に
つ
い
て

 

中
薗
菜
々
子

人
を
惹
き
つ
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ 

福
下　

泰
平

日
本
に
お
け
る
あ
い
さ
つ
の
変
容
に
つ
い
て 

前
田　

可
菜

文
字
の
持
つ
印
象
効
果
と
そ
の
活
用 

村
田
有
結
実

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
人
材
像

―
東
ア
ジ
ア
学
生
の
英
語
学
習
へ
の
提
言
― 

山
本
す
み
れ

花
言
葉 

山
本　

勇
樹

方
言
被
差
別
意
識
か
ら
見
る
方
言
教
育 

粟
野　

梨
恵

新
競
馬
時
代 

大
田　
　

舞

夢
と
現
実
の
間

〜
デ
ィ
ズ
ニ
ー
世
界
の
分
析
か
ら
〜 

國
末　

奈
々

「
よ
い
広
告
」
と
は
な
に
か 

真
田　

万
希

身
体
表
象
に
於
け
る
支
配 

髙
比
良
京
太
郎

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

竹
本
み
ゆ
き

刑
務
所
か
ら
見
る
黒
人
差
別

―
マ
ル
コ
ム
Ｘ
の
生
涯
を
辿
っ
て
― 

福
地　
　

黎

『
深
い
河
』
に
お
け
る
救
い
の
徴

―
美
津
子
の
場
合
― 
牧
野　

智
華

現
代
社
会
に
お
け
る
立
呑
み
屋
の
役
割 

横
畝　
　

明

防
衛
的
日
中
関
係
の
歴
史 

乙
坂　

優
貴

第
二
言
語
と
し
て
の
早
期
日
本
語
教
育

〜
絵
本
「
あ
の
ね
、
サ
ン
タ
の
国
で
は
ね
…
」
を
用
い
た
教

育
実
践
〜 

小
林　

諒
介

多
様
化
す
る
生
活
の
中
で
の
日
雇
い
労
働
と
い
う
選
択
肢

 

堀
内　

雅
貴

シ
ャ
シ
ン
の
チ
カ
ラ
―
モ
ノ
の
価
値
の
再
発
見
と
挑
戦
、

富
士
フ
ィ
ル
ム
を
例
に
― 

池
田　
　

光

現
代
を
生
き
る
日
本
人
が
向
き
合
う
べ
き
異
文
化
理
解
と

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
文
化
の
摩
擦
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
〜 

大
島　

咲
希

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
と
も
に

生
き
た
一
生 

小
倉　

史
歩

聖
書
と
科
学　

信
仰
の
科
学
者 

河
南　
　

薫

中
世
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
ア
ー
ト　

女
性
芸
術
家
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
を
中
心
と
し
て 

小
松
原
冴
香

時
代
の
「
代
弁
者
」
と
し
て
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽　

戦
後

日
本
の
発
展
に
お
い
て 

簀
河
原
周
斗

衣
服
が
社
会
化
す
る 

櫪
根　
　

碧

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
生
き
方 

田
中　

結
衣

青
の
勝
利　

中
世
に
お
け
る
色
彩
文
化
の
中
で　

 

田
邉　

優
人

モ
ー
ド
の
革
命
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム 

森
田　

悠
樹

木
で
魅
せ
る
イ
ン
テ
リ
ア 

横
澤　

瑞
希

松
浦
屏
風
の
小
袖 

石
原　
　

陽

春
日
信
仰
に
お
け
る
鹿
の
表
象 

井
上　

洸
二

絵
柄
の
流
行
の
法
則
と
は
な
に
か 

井
上
さ
ゆ
り

化
粧
と
隈
取
り
の
関
係
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義

 

犬
童　

琴
乃
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色
の
ち
か
ら 

〜
日
本
に
お
け
る
流
行
色
〜 

宇
田
見
彩
織

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
芸
術
、
ま
た
は
学
問
と
し
て
扱
う
場
合

に
生
ず
る
問
題
点 

小
尾　

健
悟

二
〇
〇
三
年
版
ア
ニ
メ
「
鋼
の
錬
金
術
師
」
の
舞
台
に
関

す
る
考
察 

金
子　
　

優

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
、
何
故
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
つ
づ
け
る
の
か 

北
川
菜
伽
子

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
犬
の
表
象 

重
松　

花
乃

妙
見
信
仰
と
そ
の
図
像
か
ら
考
え
る
異
文
化
交
流

 
竹
中　

彩
香

日
本
に
お
け
る
神
話
・
伝
説
の
イ
メ
ー
ジ 
田
中　

智
子

椅
子
か
ら
見
る
日
本
文
化
の
変
化 

中
道　

歩
未

芸
術
に
お
け
る
性
規
制
の
根
源
と
大
衆
意
識
の
変
遷

 

中
村
隆
一
郎

日
本
に
お
け
る
魔
女
表
象
の
受
容 

福
岡　
　

楓

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
子
ど
も
の
遊
び
の
文
化 

光
武
美
砂
子

西
欧
社
会
に
お
け
る
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷 

安
原　
　

環

仏
教
と
現
代
社
会
を
考
え
る

―
摂
食
障
害
自
助
グ
ル
ー
プ
と
寺
院
の
関
わ
り
を
通
し
て
―

 

平
山　

彩
乃

イ
ス
ラ
ム
国
に
共
鳴
す
る
人
々 

天
野　

秀
司

女
性
と
共
依
存 

梅
田
沙
也
加

忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
表
象　

ブ
ー
ム
期
と
現
在
の
映
画
の

比
較
・
違
い
に
つ
い
て 

北
山　

慎
二

オ
ウ
ム
真
理
教

―
信
者
の
視
線
― 

桑
原　

亜
実

組
織
論

〜
旧
日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
比
較
を
通
し
て
〜

 

阪
上　

優
樹

近
代
的
軍
隊
の
形
成

―
陸
軍
士
官
学
校
附
属
予
科
生
徒
隊
の
廃
止
と
世
襲
的
特
権

の
排
除
― 

田
中　

将
太

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
像
の
形
成
と
象
徴 

塚
本　

海
里

美
し
く
も
奇
怪
な
『
パ
ン
ズ
・
ラ
ビ
リ
ン
ス
』
の
世
界

 

内
藤
友
理
奈

ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
明
と
平
和
条
約 

宮
本　
　

歩

地
政
学
と
い
う
学
問
の
有
益
性 

井
上　

大
輝

萩
原
朔
太
郎
『
猫
町
』
論 

仲
山　

洋
史

ア
イ
ド
ル
多
様
化
が
も
た
ら
す
問
題
点 

濵
田　

慶
太

谷
崎
潤
一
郎
『
痴
人
の
愛
』
か
ら
読
み
解
く
大
正
時
代
の

女
性
像 

岩
田　

直
子

日
本
に
お
け
る
白
塗
り
の
表
象
と
変
遷 

風
間　
　

菜

新
堂
冬
樹
『
カ
リ
ス
マ
』
が
生
み
出
す
リ
ア
リ
テ
ィ
の
考
察

 

加
藤　

美
咲

英
国
王
室
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
へ
の
取
り
組
み 

後
藤
亜
由
美

小
泉
八
雲
『
怪
談
』
に
お
け
る
昔
話
の
変
容

―
「
雪
女
」
を
中
心
に 

佐
藤
沙
弥
香

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
の
観
客
動
員
数
の
伸
び
悩
み
に
つ
い
て

 

神
農　

隼
人

「
血
」
に
焦
点
を
あ
て
た
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』

 
田
中　

里
実

宮
沢
賢
治
作
品
に
お
け
る
善
と
悪
に
つ
い
て 
中
山　
　

愛

国
語
教
科
書
・
教
材
に
お
け
る
タ
ブ
ー
の
考
察

 

波
戸
内　

剛

女
性
差
別
の
改
善
か
ら
生
ま
れ
る
逆
差
別
―
デ
ィ
ズ
ニ
ー

プ
リ
ン
セ
ス
映
画
よ
り 

福
島　
　

舞

日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て　

女
子
サ
ッ
カ
ー
を

ブ
ー
ム
で
は
な
く
文
化
に
す
る
た
め
に 

宮
下　
　

究

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
茶
の
湯 

―
お
も
て
な
し
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
― 

吉
川　

綾
美

ゲ
ー
ム
と
刀

―
擬
人
化
表
現
の
題
材
と
し
て
の
刀
剣
― 

麻
田　

祐
伊

各
国
の
サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
地
域
性 

近
藤　

大
知

か
わ
い
い
文
化
の
犬
：
日
英
の
ペ
ッ
ト
観
を
比
較
し
て

 

大
道　

礼
子

お
も
ち
ゃ
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て 

伊
達　

愛
美

梨
木
神
社
の
創
建
経
緯
と
御
祭
神
に
関
す
る
考
察 

―
な
ぜ
三
条
実
万
・
実
美
は
神
に
な
り
え
た
の
か

 

出
口
愛
理
佳

済
州
島　

東
ア
ジ
ア
多
文
化
共
生
島
へ
の
展
望

 

外
山　

未
祐

肥
満
大
国
の
苦
悩
：
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
貧
困
と
肥
満
対
策

 

日
野
香
菜
子

児
童
文
学
と
回
帰
性

〜
モ
モ
ち
ゃ
ん
と
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
の
成
長
童
話
を
読
む
〜

 

森
田　

美
紅

京
都
の
景
観
は
誰
の
も
の
な
の
か 

山
本　
　

周

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
問
題
に
よ
る
影
響
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て 

𠮷
門　

大
樹

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
る
民
俗
音
楽
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
の
功
罪

 

伊
藤　

駿
介
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吹
奏
楽
と
学
校
文
化

〜
部
活
動
が
及
ぼ
す
影
響
〜 

乾　
　

紘
奈

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
ア
リ
ア
の
分
析≪

ラ
・
ボ
エ
ー
ム≫

を
用

い
て 

小
野
未
紗
子

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
低
年
齢
化
に
つ
い
て 

品
川　

由
衣

Ｂ
Ｌ
（
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
）
の
中
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 

庄
司　

菜
月

世
界
を
席
巻
し
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
現
象 

神
尾　
　

都

女
性
ア
イ
ド
ル
に
お
け
る
〝
少
女
〞
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

 

長
野　

耀
聖

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

〜
な
ぜ
外
資
系
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
成
功
で
き
た
の

か
〜 

菱
田　

栞
菜

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
発
展
と
需
要

―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
卒
業
し
な
い
日
本
人
― 

福
永　

桂
子

舞
台
と
映
像

―
時
代
と
共
に
変
化
す
る
関
係
性
― 

藤
﨑　

結
衣

ラ
ジ
オ
か
ら
考
察
す
る
語
り
の
意
義 

水
野　

恵
吾

着
物
の
発
展
か
ら
見
る
都
市
形
成

―
京
都
の
街
並
み
を
事
例
と
し
て
― 

宮
嵜
恵
里
佳

カ
プ
チ
ン
修
道
会
の
ミ
イ
ラ

―
そ
の
歴
史
と
思
想 

井
上　

沙
紀

ホ
ッ
ケ
ー
の
歴
史
―
日
本
の
現
状
と
課
題 

植
田　

真
人

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
分
析

―
作
劇
法
、
社
会
的
背
景
、
日
本
で
の
受
容 

岡
田　

怜
奈

ガ
ウ
デ
ィ
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方

―
作
品
と
背
景 

尾
﨑　

由
羽

コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
と
現
在

―
カ
フ
ェ
の
誕
生
か
ら
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
―

 

河
元　

望
実

貧
困
国
に
お
け
る
児
童
労
働

―
潜
行
す
る
搾
取 

齊
献　

史
子

現
代
日
本
の
女
性
像

―
女
性
か
ら
み
て
「
魅
力
的
な
」
女
性
と
は 

多
田
あ
ず
さ

列
聖
の
条
件
と
プ
ロ
セ
ス

―
西
洋
と
日
本
に
お
け
る
聖
人
の
例 

平
井　

由
起

ゴ
ス
ペ
ル
の
歴
史
と
変
容

―
日
本
人
が
ゴ
ス
ペ
ル
を
な
ぜ
歌
う
か
― 

松
田
美
樹
子

バ
ス
ク
地
方
の
歴
史
と
言
語

―
マ
イ
ナ
ー
言
語
保
護
の
問
題
― 

中
林
由
璃
子

地
理
学
専
攻

京
都
に
お
け
る
御
土
居
の
変
化
と
そ
の
役
割 

大
出　

春
花

京
都
市
北
西
部
に
お
け
る
ゴ
キ
ブ
リ
の
生
息
と
周
辺
環
境

と
の
関
係 

宍
戸　

佑
弥

温
泉
を
利
用
し
た
観
光
地
の
形
成
過
程
と
課
題　
　
　

―
城
崎
温
泉
を
事
例
に
― 

西
川
実
沙
紀

明
石
玉
子
焼
店
の
立
地
展
開
と
観
光
へ
の
影
響

 

細
野　

遼
太

桂
川
水
系
に
お
け
る
水
害
の
特
徴
に
関
す
る
比
較
研
究

―
亀
岡
市
と
京
都
市
右
京
区
を
事
例
に
― 
若
松　

大
暉

土
地
利
用
の
変
化
が
河
川
水
質
に
与
え
る
影
響
評
価

―
京
都 

宇
治
川
を
例
に
― 

久
保　
　

匠

京
都
市
に
お
け
る
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立

地
と
商
圏
の
形
態
が
及
ぼ
す
中
心
市
街
地
へ
の
影
響

 

大
嶋　

康
平

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
が
も
た
ら
す
水
利
構
造
の
変
化

―
大
阪
府
・
千
里
丘
陵
を
事
例
に
― 

太
田　

大
佑

京
都
盆
地
に
お
け
る
里
地
里
山
の
変
化

―
明
治
期
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
植
生
変
化
に
着
目
し
て
―

 

門
脇　

夏
美

犯
罪
不
安
が
住
民
の
居
住
地
選
択
に
与
え
る
影
響 

〜
京
都
市
を
対
象
と
し
て
〜 

佐
菅　
　

遼

日
本
に
お
け
る
脳
血
管
疾
患
死
亡
の
地
域
的
差
異
と
経
年

変
化 

四
方　

美
希

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
住
宅
地
開
発
の
考
察

―
京
都
市
西
京
区
西
山
団
地
を
事
例
と
し
て
― 

中
村　

優
介

近
隣
型
商
店
街
に
お
け
る
活
性
化
の
取
り
組
み
と
地
域
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て

―
西
新
道
錦
会
商
店
街
を
事
例
と
し
て
― 

西
田　

淳
貴

第
二
次
大
戦
以
降
の
京
都
市
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
の

分
布
と
そ
の
変
遷 

廣
司　

佳
史

獣
害
の
現
状
と
農
家
お
よ
び
非
農
家
の
獣
害
認
識
に
つ
い
て

―
亀
岡
市
篠
町
の
3
地
区
を
対
象
に
― 

前
田　
　

歩

耕
作
放
棄
地
の
発
生
に
お
け
る
要
因
分
析
と
優
良
圃
場
確

保
の
考
察

―
静
岡
県
富
士
市
を
事
例
に
― 

望
月　

雅
也

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

―
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
と
京
都
市
を
事
例
と
し
て
―

 

冨
永　

大
輔
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鉄
道
高
架
化
に
よ
る
駅
前
の
変
容

―
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
東
岸
和
田
駅
を
事
例
に
― 

森　
　

匡
由

大
阪
に
お
け
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

 

秋
山　

夏
海

群
馬
県
片
品
村
に
お
け
る
ス
キ
ー
観
光
の
衰
退
と
地
域
の

変
容 

浅
尾　

野
武

地
域
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
活
用
と
そ
の
課
題

〜
加
賀
野
菜
を
事
例
に
〜 

荒
木　

奈
々

工
業
地
帯
造
成
に
お
け
る
地
域
変
容
お
よ
び
地
域
経
済
へ

の
影
響

―
香
川
県
坂
出
市
番
の
州
工
業
地
帯
を
事
例
に
―

 
樫
原　

華
子

「
山
崎
の
渡
し
」
付
近
の
時
代
ご
と
の
景
観
に
よ
る
地
域

認
識
の
変
容
に
つ
い
て
の
考
察

―
大
阪
府
島
本
町
・
京
都
府
大
山
崎
、
八
幡
市
を
対
象
に
―

 

門
田　
　

大

絵
図
、
写
真
等
か
ら
見
る
河
川
周
辺
の
景
観
、
利
用
の
変

遷
に
つ
い
て
の
考
察

―
淀
川
周
辺
を
事
例
に
― 

田
中　

智
郷

京
都
市
左
京
区
大
原
大
見
町
に
お
け
る
廃
村
問
題
の
経
過

と
現
状 

前
野　

太
志

阪
神
間
の
住
宅
地
に
お
け
る
地
域
的
特
性 

政
次　

澄
紀

近
代
に
お
け
る
鉄
道
の
開
通
と
地
域
の
産
業
へ
の
影
響

―
静
岡
県
藤
枝
駅
周
辺
を
事
例
に
― 

吉
野　

裕
太

郊
外
型
住
宅
団
地
に
お
け
る
地
域
住
民
主
導
型
生
活
交
通

―
広
島
市
や
ぐ
ち
お
も
い
や
り
タ
ク
シ
ー
を
事
例
に
―

 

池
田　

浩
一

地
方
商
店
街
の
実
状
と
改
善
す
べ
き
問
題
点

―
静
岡
県
富
士
宮
市
の
商
店
街
を
事
例
に
― 

小
川　

寛
人

京
都
市
を
本
拠
地
と
す
る
地
域
金
融
機
関
の
レ
ゾ
ン
デ
ー

ト
ル
と
立
地
展
開
に
つ
い
て 

長
尾　

真
平

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
か
ら
み
る
観
光
循
環
行
動
の
多
様
性

―
長
野
県
上
田
市
と
ア
ニ
メ
映
画
『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』
の

事
例
に
つ
い
て
― 

新
井　

望
美

高
齢
者
に
お
け
る
食
料
品
店
の
立
地
傾
向
か
ら
み
る
フ
ー

ド
デ
ザ
ー
ト
問
題

―
京
都
府
亀
岡
市
の
事
例
― 

貝
沼　

美
里

若
者
の
言
語
表
現
に
関
す
る
地
理
学
的
考
察

―
関
西
在
住
大
学
生
の
事
例
― 

鐘
ヶ
江
鷹
将

京
阪
神
大
都
市
圏
の
構
造
変
化

―
都
心
域
と
郊
外
核
の
機
能
特
性
に
着
目
し
て
―

 

木
内　

奎
吾

岐
阜
市
中
心
市
街
地
の
空
間
構
造
変
化

―
「
裏
通
り
」
空
間
の
動
向
に
着
目
し
て
― 

中
村　

将
徳

京
都
市
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
と
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究 

萩
原　

久
弓

歴
史
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

―
摂
津
富
田
寺
内
町
に
お
け
る
住
民
意
識
に
つ
い
て
―

 

宮
野　

梨
穂

伝
統
芸
能
の
活
用
に
よ
る
過
疎
地
域
活
性
化
の
可
能
性

―
京
丹
波
町
の
和
知
太
鼓
を
事
例
に
― 

森　
　

三
紗

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

の
考
察

―
伊
根
町
立
伊
根
小
学
校
を
事
例
に
し
て
― 

山
口　

広
峻

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る
自
転
車
交
通
事
故
の
発
生
要
因

―
道
路
環
境
に
着
目
し
て
― 

中
村　

弘
毅

富
山
市
に
お
け
る
路
面
電
車
の
利
用
者
特
性 

伊
藤　

淳
史

少
子
高
齢
化
社
会
の
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
居
住

者
属
性
と
居
住
環
境
の
変
化 

田
中　

美
咲

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
形
成
過
程

―
京
の
伝
統
野
菜
「
賀
茂
な
す
」
を
事
例
と
し
て
―

 

玉
野　

彩
加

小
松
市
に
お
け
る
中
心
商
店
街
の
商
業
変
容
と
ま
ち
づ
く
り

 

土
村　

美
咲

子
ど
も
の
遊
び
空
間
の
世
代
間
比
較

〜
滋
賀
県
甲
賀
市
立
雲
井
小
学
校
を
事
例
に
〜 

中
村　

響
子

犯
罪
の
地
理
学
的
見
解

〜
福
岡
県
北
九
州
市
を
事
例
に
〜 

平
賀　

充
隆

ア
ニ
メ
の
聖
地
に
よ
る
観
光
の
可
能
性

―
埼
玉
県
秩
父
市
を
事
例
に
― 

猪
俣　
　

龍

町
並
み
観
光
に
関
す
る
研
究

―
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
事
例

と
し
て
― 

木
村　

優
司

京
町
家
の
現
状

―
西
陣
地
域
を
対
象
に
― 

武
村
菜
々
美

大
野
市
の
観
光
開
発

〜
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
注
目
し
て
〜 

中
村　

洋
人

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

―
路
上
駐
車
と
駐
車
場
に
着
目
し
て
― 

渕　

博
子

滋
賀
県
の
開
発
と
観
光
に
つ
い
て

―
湖
西
地
域
に
着
目
し
て
― 

晴
山　

杏
里

奈
良
県
奈
良
市
の
観
光
開
発
に
つ
い
て 

福
永　

夏
帆
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立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
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題
目
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広
が
る
京
都
学
生
祭
典

―
お
ど
り
企
画
を
中
心
に
― 

村
上　

真
結

都
市
観
光
地
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の
行
政
の
役
割
と
課

題
に
関
す
る
研
究

―
京
都
市
の
観
光
客
等
帰
宅
困
難
者
対
策
を
事
例
と
し
て
―

 

山
谷　

優
友

巨
大
観
光
都
市
に
お
け
る
商
店
街
振
興
の
方
向
性

―
京
都
市
・
新
京
極
商
店
街
を
事
例
に
― 

和
田　
　

渚

ア
ニ
メ
作
品
「
た
ま
ゆ
ら
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
影
響

と
地
域
内
の
活
動

―
広
島
県
竹
原
市
を
事
例
に
― 
曽
布
川
彰
文

町
屋
再
利
用
に
よ
る
商
店
街
周
辺
地
域
の
変
遷

―
大
阪
市
中
央
区
空
堀
商
店
街
周
辺
地
域
を
事
例
と
し
て
―

 

吉
川　
　

遥

和
歌
山
県
友
ヶ
島
に
お
け
る
観
光
資
源
の
変
化

―
海
水
浴
場
か
ら
廃
墟
へ
― 

日
下
部
萌
香

コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
立
地

―
大
阪
市
浪
速
区
を
事
例
と
し
て
― 

舘
谷　

佳
奈

伝
統
的
祭
礼
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り

―
大
阪
府
貝
塚
市
地
蔵
堂
の
だ
ん
じ
り
祭
を
事
例
に
―

 

田
中　

誠
人

町
家
を
再
利
用
し
た
ま
ち
な
み
観
光
の
現
状

〜
奈
良
町
を
事
例
と
し
て
〜 

戸
田　

千
尋

京
町
家
再
生
店
舗
に
関
す
る
研
究

―
西
陣
地
区
7
学
区
と
日
彰
学
区
を
比
較
し
て
―

 

西　

志
津
華

門
前
町
に
お
け
る
商
業
空
間
の
変
容
と
ま
ち
づ
く
り

―
西
本
願
寺
門
前
町
を
事
例
に
― 

桃
井　

円
華

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
観
光
資
源
の
描
か
れ
方

―
な
ご
や
め
し
を
例
に
― 

森
永　
　

遼

観
光
地
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応

―
伏
見
稲
荷
大
社
の
商
店
街
を
事
例
と
し
て
― 

山
田　

千
晶

水
産
加
工
品
に
関
す
る
土
産
物
の
成
立　

―
愛
知
県
豊
橋
市
名
産
ち
く
わ
を
事
例
と
し
て
―

 

山
本　

希
愛

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
情
報
発
信
か
ら
み
る
イ
ベ
ン
ト
形
態

の
比
較
研
究

―
岡
崎
ハ
レ
舞
台
に
着
目
し
て
― 

森　
　

達
郎

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
観
光
行
動

―
京
都
市
を
事
例
に 

池
本　

彬
人

着
地
型
観
光
の
現
状
と
課
題

―
兵
庫
県
篠
山
市
の
事
例
か
ら
― 

井
上　

愛
菜

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

―
京
都
市
で
の
取
り
組
み
を
例
と
し
て
― 

田
中　

達
己

山
口
県
周
南
市
に
お
け
る
工
場
夜
景
観
光
の
実
態
と
考
察

 

德
久　

由
奈

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
ツ
ー
リ
ス
ト

行
動 

間
瀬　

文
恵

ま
ち
歩
き
型
観
光
が
地
域
に
与
え
る
影
響
と
可
能
性

―
京
都
市
の
取
り
組
み
を
事
例
に
― 

森
田　

紗
代

郡
上
八
幡
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
課
題

―
歴
史
的
な
町
並
み
に
着
目
し
て
― 

横
枕
あ
ず
さ

日
本
の
酒
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
考
察

―
京
都
市
伏
見
区
を
事
例
に 
慎　
　
　

重

日
本
人
の
「S

eriou
s L

eisu
re

」
に
お
け
る
行
動
と
意

識
に
関
す
る
研
究

―
撮
影
旅
行
を
事
例
に
― 

郭　
　

怡
呈

岐
阜
県
高
山
市
に
お
け
る
交
流
の
場
と
し
て
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス 

石
川　

貴
哉

奈
良
県
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

―
な
ら
ま
ち
地
区
を
中
心
と
し
て
― 

河
村　

紗
季

花
街
の
影
と
ま
ち
づ
く
り

〜
上
七
軒
を
事
例
に
〜 

高
山　

真
人

地
方
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
観
光
現
象 

中
林　

瑞
希

北
海
道
観
光
の
現
状
と
課
題 

―
札
幌
を
事
例
と
し
た
考
察
― 

西
垣　

麻
夏

日
本
の
国
際
観
光
政
策
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

〜
韓
国
の
観
光
政
策
と
の
比
較
、
お
よ
び
訪
日
韓
国
人
観
光

客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
〜 

西
島　

里
咲

「
リ
ゾ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
」
に
み
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
労

働
に
関
す
る
一
考
察 

水
島　

花
琳

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
お
け
る
観
光
の
あ
り
方

―
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
例
に
し
て
― 

三
原　

晴
賀

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

―
奈
良
県
明
日
香
村
の
体
験
交
流
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
事

例
に
― 

森　

あ
か
り

映
画
『
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
』
に
お
け
る
フ
ィ
ル

ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
察

―
香
川
県
高
松
市
庵
治
町
を
事
例
と
し
て
―

 

脇
澤　

真
理
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京
都
学
専
攻

夢
枕
獏
の
描
く
『
陰
陽
師
』
シ
リ
ー
ズ 

朝
井
め
ぐ
み

八
つ
橋
論 

井
上　
　

潤

川
端
康
成
と
京
都

―
『
古
都
』
を
通
し
て
― 

大
西　

一
熙

京
都
と
お
茶

〜
宇
治
茶
に
着
目
し
て
〜 

川
嶋　
　

彩

「
戯
言
シ
リ
ー
ズ
」
と
京
都 

菊
地　

唯
生

訪
日
外
国
人
が
記
し
た
京
都

―
明
治
期
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
中
心
に
― 
坂
本　

文
香

川
端
康
成
と
京
都 
佐
々
木
美
苑

『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
論 

鈴
木　

美
喜

上
方
落
語
・
江
戸
落
語
か
ら
見
る
京
都

―
愛
宕
山
を
題
材
と
す
る
落
語
に
着
目
し
て
― 

田
代　

桃
子

京
都
の
喫
茶
店
文
化 

鳥
山　

結
貴

加
賀
友
禅 

―
京
友
禅
と
比
較
し
て
― 

土
井　

志
織

漬
物
に
未
来
は
あ
る
の
か

〜
京
漬
物
を
中
心
に
〜 

中
村　

夏
菜

京
都
と
八
ッ
橋 

森
本　

早
紀

南
北
朝
時
代
に
於
け
る
〈
天
狗
〉
の
跳
梁
と
民
衆
の
想
念

 

山
本　

修
人

京
都
に
於
け
る
建
物
疎
開

―
戦
災
の
視
点
か
ら
・
五
条
通
を
軸
に
― 

高
井　

千
幸

京
都
市
民
の
近
代
建
築
に
対
す
る
価
値
評
価

―
医
療
関
係
の
用
途
か
ら
― 

上
田　

莉
穂

近
代
京
都
に
お
け
る
民
衆
の
防
火
意
識
の
変
遷

―
火
災
と
消
防
の
歴
史
か
ら
― 

岡
谷　
　

藍

京
都
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
歴
史

 

阪
口　

雅
弘

瓦
鍾
馗
を
通
し
て
見
る
京
都 

杉
山
美
奈
子

虎
屋
か
ら
見
る
江
戸
時
代
と
現
代
の
京
菓
子
イ
メ
ー
ジ

 

鈴
木
奈
津
子

宿
坊
に
見
る
京
都
観
光
と
仏
教
信
仰 

田
中　

優
衣

京
都
六
波
羅
地
域
の
特
異
性
と
そ
の
受
容 

橋
本　

華
淑

障
壁
画
を
有
す
る
寺
院
と
絵
師
の
関
係
性
に
つ
い
て

 

長
谷
川
文
音

京
都
市
戦
争
遺
産
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

樋
口　

祥
子

京
都
は
な
ぜ
学
問
の
中
心
な
の
か

―
菅
原
道
真
の
イ
メ
ー
ジ
変
遷
と
戦
後
の
北
野
天
満
宮
の
戦

略
― 

山
口　

瞭
介

時
代
祭
が
「
京
都
三
大
祭
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
理
由

 

山
田　

真
実

小
京
都
の
形
成
過
程
と
近
年
の
動
向

―
全
国
京
都
会
議
の
加
盟
状
況
に
着
目
し
て
― 

澁
木　

夏
美

京
都
市
中
京
区
に
お
け
る
町
家
再
生
店
舗
に
関
す
る
研
究

 

小
池　
　

葵

京
都
市
伏
見
区
に
お
け
る
酒
造
業
の
変
遷
と
そ
の
考
察

 

鈴
木　
　

京

京
都
市
中
京
区
に
お
け
る
町
家
風
建
築
物
の
立
地
と
景
観

問
題 
徳
谷　

亜
紀

京
都
市
近
郊
に
お
け
る
地
域
変
容
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り
方 
清
水
佐
央
理

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
「
雨
の
ち
晴
れ
」 
田
辺　

月
美

女
性
誌
の
言
語
表
現
か
ら
み
え
る
読
者
女
性
像

 

田
原　

秋
乃

こ
こ
を
見
直
せ
！
音
声
表
現
10
の
ポ
イ
ン
ト

〜
京
都
市
バ
ス
ア
ナ
ウ
ン
ス
改
訂
版
〜 

中
村　

優
華

こ
こ
を
見
直
せ
！
音
声
表
現
10
の
ポ
イ
ン
ト

〜
京
都
市
バ
ス
ア
ナ
ウ
ン
ス
改
訂
版
〜 

平
野　

佑
芽

博
物
館
の
子
ど
も
向
け
音
声
ガ
イ
ド 

不
破
安
加
里

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」

 

宮
下
真
梨
子

ラ
ジ
オ
体
操
誘
導
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
あ
り
方 

山
﨑
亜
加
根

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
に
お
け
る
日
米
表
現
の
検
証

 

渡
辺　

沙
織

ハ
ワ
イ
出
雲
大
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

西
宮
万
柚
子

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
傾
聴
の
効
果

〜
聞
き
上
手
の
要
因
の
検
討
に
向
け
て
〜 

新
目　

一
樹

感
情
形
容
詞
文
に
お
け
る
感
情
の
主
者
お
よ
び
対
象
の
言

語
化
の
認
知
的
基
盤 

井
上　

優
大

変
化
動
詞
「
ナ
ル
」
の
ナ
リ
マ
ス
敬
語
へ
の
拡
張
に
つ
い

て
の
考
察 

宇
佐
美
翔
太

不
動
産
営
業
の
案
内
場
面
に
お
け
る
対
人
距
離
と
熟
練
度

の
関
係 

大
沢　

亮
太

二
者
間
対
話
に
お
け
る
返
答
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
発
言
の
信

頼
性
に
及
ぼ
す
影
響 

大
住　

純
平

想
定
さ
れ
る
客
層
か
ら
見
る
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
言
語

表
現 

小
野
由
起
乃

絵
本
に
お
け
る
問
題
解
決
パ
タ
ー
ン
の
分
析

―
問
題
解
決
後
の
場
面
に
着
目
し
て
― 

小
泉　

佑
果

教
室
談
話
の
相
互
行
為
的
制
度
性

―
中
学
校
で
の
授
業
場
面
に
お
け
る
挙
手
行
動
の
観
察
か
ら
―

 

小
出　

優
子



一
二
二

840

対
話
型
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
オ
ー
プ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
構
造
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ  

〜
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
は
今
の
時
代
に
何
を
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
？
〜 

四
方
菜
々
美

自
撮
り
と
自
意
識
の
関
連
に
つ
い
て
の
実
験
的
検
討

 

白
﨑　

理
子

「
な
う
」
の
用
法
と
時
間
性

〜T
w

itter

を
用
い
た
言
語
研
究
の
一
例
と
し
て
〜

 

田
附　

佳
子

漫
才
に
お
け
る
お
か
し
み
を
生
む
ズ
レ
表
現
の
類
型
と
そ

の
特
徴 
田
所　

義
朗

ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
の
語
用
論
的
再
検
討 

―
言
い
換
え
の
実
現
可
能
性
を
中
心
に
― 

戸
嶋　

宏
太

「
自
然
な
演
技
」
を
す
る
た
め
の
意
識
の
分
散

 

中
山
ま
り
あ

女
子
大
学
生
の
服
装
へ
の
意
識
と
自
己
開
示
の
関
係

 

近
藤　

知
美

対
話
場
面
に
お
け
る
過
度
の
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
と
思
考
の

関
係

〜
話
し
手
の
観
察
か
ら
〜 

納
富
友
紀
乃

卓
球
の
指
導
場
面
に
お
け
る
指
導
発
話
の
言
語
的
分
析 

〜
コ
ー
チ
の
指
導
歴
と
指
導
対
象
の
性
差
に
着
目
し
て
〜

 

原
田　

瑞
希

二
者
間
の
発
話
速
度
の
差
が
説
得
効
果
に
与
え
る
影
響

 

前
川　

朋
也

ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
の
成
否
を
左
右
す
る
発
話
指
向
性

〜
文
末
表
現
の
な
い
丁
寧
ス
タ
イ
ル
の
観
察
か
ら
〜

 

井　

麻
里

小
説
に
お
け
る
会
話
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察

―
台
詞
が
地
の
文
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
― 

矢
田　

朋
子

多
人
数
飲
食
場
面
に
お
け
る
会
話
の
分
裂
と
統
合
を
導
く

言
語
・
非
言
語
的
要
因 

八
藤
丸
亜
也

相
槌
の
韻
律
情
報
に
基
づ
く
印
象
変
化
の
考
察

 

山
田　

愛
実

指
導
者
の
経
験
値
と
発
話
構
成
の
関
係
性

〜
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
コ
ー
チ
ン
グ
場
面
の
観
察
か
ら
〜

 

岩
城　

有
紀

小
説
『
後
ろ
の
き
み
』

―
自
己
肯
定
を
テ
ー
マ
に
少
女
の
成
長
を
描
く
―

 

天
野
久
美
子

小
説
『
少
女
』
の
制
作

―
日
本
統
治
時
代
、
朝
鮮
で
生
ま
れ
た
日
本
人
少
女
の
気
づ

き
と
成
長
― 

石
田　

晶
子

宮
沢
賢
治
童
話
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
映
像
化
の
比
較

―
セ
リ
フ
表
現
よ
り
読
み
解
く
― 

泉　
　

杏
奈

日
本
の
端
艇
に
お
け
る
艇
運
搬
時
の
掛
け
声
に
つ
い
て　

〜
米
子
東
高
等
学
校
端
艇
部
か
ら
見
る
掛
け
声
の
変
遷
〜

 

亀
井　
　

瞭

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
遠
回
し
表
現 

桑
原　

梨
紗

『
窮
人
』

―
人
間
の
深
層
心
理
に
隠
れ
て
い
る
狂
気
を
描
く

 

重
成　

俊
亮

17
歳
の
揺
れ
動
く
心
情
の
変
化
を
描
く
小
説
『
キ
ャ
バ
・

ク
ラ
』
の
創
作

―
学
園
祭
の
模
擬
店
で
キ
ャ
バ
ク
ラ
を
出
店
す
る
か
否
か
の

会
議
を
通
し
て
― 

清
水　
　

優

生
き
づ
ら
さ
を
描
く
創
作
小
説
『
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
ブ

ル
ー
』 

鳥
越　

優
菜

雨
月
物
語
『
菊
花
の
約
』

〜
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ホ
ラ
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
ホ
ラ
ー
へ
の
リ

ラ
イ
ト
〜 

野　
　

貴
裕

小
説
「
そ
し
て
、
少
年
は
歩
こ
う
と
思
っ
た
。」

―
戦
時
下
の
若
者
の
姿
を
通
じ
て
、
現
代
の
少
年
が
今
を
生

き
る
大
切
さ
を
見
出
す
物
語
― 

平
野　

智
章

観
光
旅
行
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
表
現
技
法

―
女
性
を
惹
き
つ
け
る
工
夫
と
は
―

 

藤
原　

祐
葉

小
説
『
あ
め
か
ひ
よ
り
か
』

〜
夢
の
持
つ
心
理
学
的
意
味
と
文
化
的
意
味
〜 

村
上　

恵
梨

小
説
『
永
遠
の
一
時
』

―
記
憶
障
害
の
女
性
と
そ
れ
を
支
え
る
男
性
の
四
季
の
物
語
―

 

山
口　

夏
実

マ
ン
ガ
に
お
け
る
物
語
構
造
の
重
要
性
と
は

―
手
塚
治
虫
『
ブ
ッ
ダ
』
の
分
析
― 

宮
内　

智
大

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
留
学
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
材

―
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
留
学
生
を
対
象
―

 

新
垣　

秀
治

日
本
語
上
級
者
の
使
用
傾
向
の
高
い
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

 

打
越　
　

楓

留
学
生
の
た
め
の
部
活
・
サ
ー
ク
ル
に
必
要
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
教
材
開
発
に
つ
い
て

―
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
対
象
― 

岡
本　

麻
美
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「
江
西
財
経
大
学
日
本
語
学
科
の
た
め
の
日
本
語
多
読
多

聴
―
日
本
人
中
国
語
学
習
者
の
た
め
の
中
国
語
訳
＋
音

声
付
―
」
テ
キ
ス
ト
の
制
作 

近
藤　

健
一

中
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
の
格
助
詞
習
得
に

関
す
る
一
考
察

―
日
本
語
能
力
の
差
に
よ
る
誤
用
傾
向
の
比
較
を
通
し
て
―

 

櫻
井　

恵
理

親
し
い
関
係
に
お
け
る
不
同
意
表
明
に
関
す
る
一
考
察

―
大
学
生
を
対
象
に
し
て
― 

澤
村　

愛
実

留
学
生
の
た
め
の
部
活
・
サ
ー
ク
ル
に
必
要
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
教
材
開
発
に
つ
い
て

―
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
対
象
― 
庄
司　

友
里

留
学
生
の
た
め
の
部
活
・
サ
ー
ク
ル
に
必
要
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
教
材
開
発
に
つ
い
て

―
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
対
象
― 

中
村　
　

華

韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
対
す
る
効
果
的
な
漢
字
学
習

 

林　

あ
り
さ

日
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
日
本
語
学
習
継
続
の
関
係

に
つ
い
て 

針
尾　
　

瞳

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
留
学
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
材

―
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
留
学
生
を
対
象
―

 

四
谷　
　

歩

心
理
学
専
攻

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
個
人
学
習
に
関
す
る
学
習
目
標
達
成

能
率
の
比
較 

鄭　
　

恵
允

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
支
援
対
象
者
の
学
校
生
活
適

応
度
の
検
討

―
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
―

 

小
林　

智
裕

国
際
理
解
と
実
生
活
で
の
外
国
籍
保
有
者
と
の
接
触
経
験

の
関
連 

柴　

由
季
子

大
学
生
に
お
け
る
原
因
帰
属
傾
向
と
自
尊
感
情
の
関
連

―
集
団
奉
仕
バ
イ
ア
ス
に
着
目
し
て
― 

杉
浦　
　

瑠

大
学
生
の
学
習
意
欲
向
上
に
お
け
る
支
援
的
笑
顔
の
効
果

―
三
段
論
法
課
題
を
用
い
て
― 

安
田　

理
紗

「
校
則
・
規
制
」
に
対
す
る
高
校
生
の
ス
ト
レ
ス
反
応
低

減
に
効
果
的
な
対
処
の
検
討

―
問
題
焦
点
型
コ
ー
ピ
ン
グ
の
観
点
か
ら
― 

山
田　

透
子

関
係
性
継
続
の
予
測
が
初
対
面
場
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
行
動
に
及
ぼ
す
影
響 

𠮷
村　

奈
々

大
学
生
が
持
つ
独
立
意
識
と
子
ど
も
に
対
す
る
養
護
性
の

関
連 

加
藤
さ
く
ら

幼
児
へ
の
感
情
表
現
に
関
す
る
教
示
が
描
画
に
与
え
る
影
響

 

喜
多
美
和
子

保
育
施
設
に
お
け
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
の
幼
児
の
食
物

選
択
行
動
と
保
育
者
の
介
入
行
動
の
縦
断
的
研
究

 

木
下　

香
織

幼
児
の
砂
遊
び
場
面
に
お
け
る
道
具
の
役
割

―
保
育
施
設
で
の
行
動
観
察
に
よ
る
検
討
― 

坂
田　

美
幸

幼
児
期
の
子
育
て
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
依
存
度
が
養
育
者

と
子
ど
も
の
社
会
的
関
係
性
に
与
え
る
影
響

 

鷹
阪　

萌
子

家
庭
環
境
が
幼
児
と
絵
本
の
関
係
性
に
与
え
る
影
響

 

土
手
下
菜
穂

保
育
施
設
で
の
絵
本
の
集
団
読
み
聞
か
せ
場
面
に
お
け
る

自
己
調
整
機
能
の
発
達 

中
川　

華
奈

幼
児
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
が
食
嗜
好
に
与
え
る
影
響

 

西
村　

由
衣

保
育
施
設
に
お
け
る
幼
児
の
抱
き
し
め
行
動
と
養
育
者
と

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
関
連 

樋
爪　

萌
子

幼
児
の
絵
画
制
作
に
お
け
る
素
材
が
創
作
意
欲
に
及
ぼ
す

影
響

―
色
紙
と
落
ち
葉
の
比
較
を
と
お
し
て
― 

連　

有
佳
音

唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
に
よ
る
幼
児
の
ス
ト
レ
ス
評
価

―
ジ
ェ
ン
ガ
を
用
い
た
対
戦
場
面
に
よ
る
検
討
―

 

横
手　
　

理

大
学
生
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
お
け
る
心
理
的
競
技
能
力
に
つ

い
て 

井
上　

健
祐

大
学
生
に
お
け
る
あ
い
ま
い
な
攻
撃
に
対
す
る
解
釈
と
対

処
行
動

―
表
現
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連
― 

上
田　

彩
乃

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
タ
イ
プ
に
よ
る
職
業
価
値
観
と
結
婚
観
の

違
い
の
検
討 

上
田　

若
奈

親
性
準
備
性
と
幼
児
の
声
に
対
す
る
反
応
と
の
関
連

 

圓
城
寺
桃
子

体
育
会
に
お
け
る
対
先
輩
行
動

―
団
体
競
技
、
個
人
競
技
の
比
較
― 

太
田　

有
美

中
学
生
の
生
活
満
足
度
に
対
す
る
学
校
生
活
ス
キ
ル
と
自

己
価
値
の
関
連 

興
津　

麻
美
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高
齢
者
の
注
意
機
能
と
主
観
的
注
意
経
験
と
の
関
連

 

河
上　

実
樹

高
齢
期
に
お
け
る
言
語
的
枠
組
み
機
能
の
検
討

 

清
水
千
由
希

大
学
生
の
犯
罪
不
安
と
防
犯
意
識
に
つ
い
て

―
批
判
的
思
考
態
度
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
す
う
と
の
関
連
―

 

清
水　
　

稜

大
学
生
か
ら
み
た
親
子
間
の
呼
称
と
心
理
的
離
乳

 

原
田　

大
路

大
学
生
の
友
人
関
係
に
お
け
る
切
替
と
諸
要
因
と
の
関
連
性

 
藤
井　

雅
也

サ
ッ
カ
ー
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
的
視
点
と
心
的
回
転
能
力
の
関
連

 

家
城　

雄
大

情
報
が
与
え
る
非
行
少
年
に
対
す
る
印
象
変
化
の
検
討

 

犬
飼
ま
ど
か

不
登
校
児
を
持
つ
親
の
価
値
観
変
容
過
程 

太
田　

文
梨

父
子
家
庭
に
お
け
る
父
親
が
直
面
す
る
困
難
と
そ
の
支
援

に
つ
い
て
の
考
察 

岡
田
紗
弥
香

非
行
少
年
を
抱
え
る
家
族
の
関
係
性
に
つ
い
て

―
両
親
の
語
り
か
ら 

小
山
田
真
理
子

乳
幼
児
を
も
つ
共
働
き
夫
婦
の
家
庭
内
役
割
分
担
か
ら
み

る
公
正
概
念
の
検
討 

鎌
谷
有
紀
子

職
員
に
対
す
る
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
の
暴
力
に
つ
い

て
の
一
考
察

―
児
童
養
護
施
設
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
―

 

遠
田　

勇
介

両
親
に
対
す
る
意
識
変
容
と
自
己
の
人
生
選
択
の
プ
ロ
セ
ス

 

馬
場　

加
奈

大
学
生
の
部
活
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
処
法

 

松
本
佳
緒
莉

大
学
生
の
相
談
行
動
に
関
す
る
研
究

―
被
相
談
者
の
想
い
と
対
応
に
焦
点
を
当
て
て
―

 

安
田
裕
美
子

い
じ
め
被
害
者

―
加
害
者
間
の
立
場
転
換
と
そ
の
対
応
策
の
研
究

 

田
淵　

友
里

犯
罪
被
害
を
支
援
す
る
人
へ
の
支
援
方
法
の
考
察

―
活
動
継
続
要
因
の
構
成
過
程
に
着
目
し
て
― 

大
迫
元
祐
希

児
童
期
の
学
級
適
応
感
と
母
親
の
養
育
態
度
と
の
関
連
に

つ
い
て

―
自
尊
感
情
及
び
自
己
効
力
感
に
着
目
し
て
― 

唐
津　

麻
樹

友
人
関
係
に
よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
と
性
格
の
関
連

の
検
討

―
青
年
期
の
グ
ル
ー
プ
行
動
に
着
目
し
て
― 

田
村　

友
里

大
学
生
に
お
け
る
自
己
愛
傾
向
と
心
理
的w

ell-bein
g

の
検
討 

寺
畑　

華
奈

大
学
生
の
一
人
暮
ら
し
経
験
を
通
し
た
心
理
的
変
化
と
そ

の
関
連
要
因

―
自
立
・
親
子
関
係
に
着
目
し
て
― 

西
村　

美
紗

小
児
慢
性
疾
患
患
児
の
き
ょ
う
だ
い
の
心
理
的
体
験

―
同
胞
の
病
を
自
分
の
人
生
に
組
み
込
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス

に
着
目
し
て
― 

早
川
真
桜
子

男
性
同
性
愛
者
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
関
す
る
質
的
検
討

―
性
的
指
向
の
自
己
受
容
に
着
目
し
て
― 
林　
　
　

陸

「
食
事
場
面
に
対
す
る
役
割
認
識
」
の
形
成
過
程

―
大
学
生
を
対
象
と
し
た
経
時
的
変
化
の
質
的
検
討
―

 

増
田　

桜
子

非
教
職
志
望
者
の
教
職
課
程
履
修
経
験
の
意
味
づ
け

―
進
路
選
択
・
決
定
に
着
目
し
て
― 

松
浦
明
日
香

青
年
期
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
が
自
己
受
容
・
他
者
受
容
に

与
え
る
影
響

―
自
尊
感
情
お
よ
び
生
き
方
志
向
を
媒
介
と
し
て
―

 

山
中　

美
穂

高
齢
者
施
設
に
お
け
るS

E
IQ

oL

を
用
い
た
利
用
者
の

Q
oL

評
価
の
検
討 

今
泉
心
太
朗

複
線
径
路
・
等
至
性
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
美
白
化
粧
品

由
来
の
白
斑
様
被
害
の
研
究 

今
飯
田
佳
世
子

東
日
本
大
震
災
帰
還
困
難
者
の
展
望
的
未
来
に
関
す
る
研
究

〜
福
島
県
笹
谷
東
部
仮
設
住
宅
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
〜

 

開
原　

里
奈

中
年
期
女
性
を
対
象
と
し
た
閉
経
の
有
無
に
よ
る
身
体
満

足
度
と
更
年
期
へ
の
意
識
調
査 

國
嶋　

絢
香

抑
う
つ
状
態
の
人
物
の
薬
の
服
用
に
対
す
る
偏
見
及
び
ス

テ
ィ
グ
マ
の
研
究

―
大
学
生
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
に
よ
る
検
討
―

 

津
田　

菜
摘

女
性
ム
ス
リ
ム
留
学
生
の
日
本
生
活
に
お
け
る
困
難

―
構
造
と
関
係
性
に
着
目
し
て
― 

中
岡　

愛
理

Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
た
有
罪
判
決
事
件
の
供
述
心
理
学
的
検
討

〜
姫
路
事
件
に
つ
い
て
〜 

中
村　

康
平



一
二
五

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目

843

目
撃
証
言
に
お
け
る
「
見
た
」
に
伴
う
修
飾
語
の
違
い
が

裁
判
員
候
補
者
の
信
用
性
判
断
に
及
ぼ
す
影
響

 

原　
　

菜
帆

事
件
当
事
者
の
発
達
障
害
に
関
す
る
情
報
が
大
学
生
の
量

刑
判
断
に
与
え
る
影
響
の
検
討 

東
谷　

真
帆

ビ
ラ
配
り
の
マ
イ
ク
ロ
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

―
配
布
成
立
場
面
に
着
目
し
て
― 

山
地
絵
里
加

あ
る
感
情
状
態
に
適
し
た
音
楽
と
適
さ
な
い
音
楽
の
聴
取

に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
感
情
に
つ
い
て 

岡
嶌　

英
司

異
性
愛
者
の
自
尊
心
が
同
性
愛
者
に
対
す
る
態
度
に
与
え

る
影
響 
古
川　

千
尋

大
学
生
の
学
業
的
延
引
行
動
に
つ
い
て
の
考
察

 

山
下　

祥
平

認
知
的
負
荷
が
高
い
単
語
記
憶
課
題
に
お
い
て
照
明
の
色

温
度
が
同
調
行
動
に
及
ぼ
す
影
響 

上
田　
　

昇

大
学
生
の
友
人
関
係
に
お
け
る
自
己
開
示
・
他
者
か
ら
の

開
示
と
孤
独
感
の
関
連 

髙
倉　

佑
実

大
学
生
に
お
け
る
仲
間
集
団
内
で
の
役
割
と
満
足
感

 

寺
田　

涼
太

自
己
卑
下
・
自
己
高
揚
人
物
の
好
意
度
評
価
に
他
者
か
ら

の
好
意
度
が
及
ぼ
す
影
響 

内
藤　

瑞
貴

仮
想
的
有
能
感
が
も
た
ら
す
返
報
意
識
へ
の
影
響

 

中
村　

美
咲

大
学
生
に
お
け
る
シ
ャ
ー
デ
ン
フ
ロ
イ
デ
の
喚
起
に
及
ぼ

す
特
性
要
因
の
男
女
間
の
比
較 

藤
岡　
　

駿

大
学
生
に
お
け
る
対
人
関
係
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
性

―
類
似
性
と
相
補
性
に
つ
い
て
― 

村
松　

和
季

か
な
文
字
の
触
識
別
に
つ
い
て 

笠
木　
　

想

騒
音
と
そ
の
種
類
が
及
ぼ
す
知
能
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

藤
井　

彰
宣

提
示
間
隔
条
件
が
再
生
・
再
認
に
及
ぼ
す
影
響

 

片
島　

秀
泰

方
向
知
覚
に
お
け
る
腕
の
順
応
効
果 

金
田　

崇
志

説
得
者
の
信
頼
性
に
よ
っ
て
変
化
す
る
言
葉
の
概
念

―
認
知
的
不
協
和
理
論
に
よ
る
解
釈
― 

坂
田　

彩
乃

首
の
位
置
感
覚
の
順
応 

山
本　

寛
治

大
学
生
に
お
け
る
基
本
味
感
度
の
実
験
的
研
究

 

尾
花　

優
輔

将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
性
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
と
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
効
果
を
操
作
す
る
か

 

川
村　

京
美

大
学
生
の
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
に
関
す
る
一
考
察

―
現
在
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
経
験
に
注
目
し
て
―

 

小
林
由
加
子

大
学
生
の
友
人
関
係
に
お
け
る
現
実
と
理
想
の
心
理
的
距

離
と
評
価
懸
念
お
よ
び
恐
怖
的
心
性
の
関
連
に
つ
い
て

 

柴
田　

康
隆

大
学
生
に
お
け
る
親
子
相
互
間
の
呼
称
と
子
ど
も
の
愛
着

態
度
の
関
連 

田
中
茉
三
子

集
団
同
一
視
及
び
家
族
機
能
が
青
年
期
の
特
性
・
状
態
自

尊
感
情
に
与
え
る
影
響 

渡
邉
麟
太
郎

現
代
の
大
学
生
と
社
会
人
の
抱
く
孤
独
感
の
比
較

 
久
川　

塁
聖

男
子
大
学
生
と
化
粧
に
つ
い
て
の
心
理
的
考
察

―
化
粧
関
心
・
化
粧
行
動
と
人
物
・
メ
デ
ィ
ア
接
触
と
の
関

連
性
― 

奥
田　
　

彩

サ
ン
ク
コ
ス
ト
効
果
の
新
た
な
解
釈

―
日
本
人
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
感
情
か
ら
の
考
察
―

 

楠
本　

文
哉

先
延
ば
し
行
動
と
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
価
値
の
満
足

度
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て 

谷
本　

啓
行

ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
＆
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
を
用

い
た
学
習
塾
生
徒
の
学
習
関
連
行
動
の
拡
大

 

中
塚　

優
介

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
・
テ
イ
キ
ン
グ
が
曖
昧
性
の
選
択
に

与
え
る
影
響　

―
「
も
し
あ
な
た
が
○
○
だ
っ
た
ら
」
を
使
っ
て
―

 

納
屋　

忠
之

C
h

ild an
d A

dolescen
t M

in
dfu

ln
ess M

easu
re 

日
本
語
版
作
成
の
試
み 

平
松　

祐
佳

日
記
か
ら
見
る
聞
き
手
を
自
身
と
す
る
言
語
行
動
の
影
響

 

深
田　

隼
希

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
筆
記
体
験
が
大
学
生
の
主
観
的
健
康

に
及
ぼ
す
影
響 

南　
　

大
貴

自
己
愛
と
そ
の
確
信
度
が
進
路
決
定
の
自
己
効
力
感
に
及

ぼ
す
影
響 

宮
本　

沙
季

役
割
行
動
に
お
け
る
学
習
の
効
果
に
つ
い
て
の
検
討

―
俳
優
の
演
技
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
考
察
― 

森
田　

深
志

商
品
情
報
の
あ
い
ま
い
さ
が
消
費
者
の
購
買
プ
ロ
セ
ス
に

及
ぼ
す
影
響

〜
行
動
分
析
学
的
知
見
か
ら
の
考
察
〜 

永
倉　

達
朗

体
重
の
測
定
頻
度
が
及
ぼ
す
行
動
随
伴
性
の
形
成
と
体
重

の
変
動
に
つ
い
て 

岸
本　

将
英



一
二
六

844

大
学
生
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
お
け
る
食
費
記
録
の
有
効
性
に

つ
い
て
の
考
察 

池
田　

美
咲

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
の
減
少
方
法
の
検
討 

小
野　

美
咲

少
女
柔
道
の
自
己
分
析
ノ
ー
ト
に
よ
る
投
げ
数
と
か
け
数

に
お
け
る
効
果 

喜
多　

京
子

大
学
生
に
お
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
行
動
の
強
化

〜
個
人
・
相
対
デ
ー
タ
の
開
示
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
応
用
性
検
討
〜

 

木
元　

議
宣

男
子
大
学
生
に
お
け
る
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
法
を
用
い

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
依
存
に
対
す
る
効
果
の
検
討

 
古
池　

峻
輔

大
学
生
に
お
け
る 

積
極
的
休
養
が
及
ぼ
す
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
向
上
と
疲
労
回
復
効
果 

関　

真
理
子

少
人
数
授
業
に
お
い
て
授
業
活
性
化
を
生
む
諸
変
数
の
検
討

 

種
田　

千
廣

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
日
常
生
活
の
身
体
活
動
量
の
維
持
・

増
加 

伏
井　
　

彩

喫
煙
に
お
け
る
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

元
木　

凌
矢

柔
道
の
寝
技
技
術
向
上
の
た
め
の
行
動
的
コ
ー
チ
ン
グ
の

効
果 

八
木　

絢
圭

心
配
が
作
動
記
憶
課
題
の
遂
行
に
与
え
る
影
響
の
比
較
検
討

―P
robe D

igit

課
題
お
よ
びM

issing D
igit

課
題
を
用
い
て
―

 

岩
野　

剛
裕

連
続
呈
示
さ
れ
た
顔
画
像
の
好
悪
判
断
に
評
価
順
序
が
及

ぼ
す
影
響 

園
田　

好
香

Im
agin

ary C
om

pan
ion

の
存
続
期
間
と
人
間
関
係
の

形
成
に
つ
い
て 

韓　
　

成
萬

反
す
う
の
遅
延
課
題
が
大
学
生
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
に
つ
い
て
の
検
討 

山
田　

友
海

駒
の
価
値
が
意
思
決
定
に
及
ぼ
す
影
響 

小
川　

陽
平

ゴ
ッ
ホ
の
絵
画
に
お
け
る
色
の
変
化
が
絵
画
印
象
に
与
え

る
影
響 

松
山
奈
々
穂

開
口
形
状
と
笑
顔
の
印
象 

生
田　

祥
子

好
ま
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
配
色
に
つ
い
て

 

櫛
田　

悠
斗

文
章
の
難
易
度
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
の
背
景
色
に
よ
る
記

憶
成
績
の
違
い
に
つ
い
て 

嶋
貫　

莉
子

視
覚
的
補
完
を
利
用
し
た
イ
ラ
ス
ト
の
見
え
方

〜
人
間
は
ど
こ
ま
で
認
識
で
き
る
か
〜 

高
橋　

沙
耶

誘
導
的
な
説
明
が
記
憶
に
及
ぼ
す
影
響 

中
橋　

美
保

有
彩
色
照
明
が
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
効
率
及
び
心
理
に
与
え
る
影

響 

野
村　

尭
弘

活
動
に
お
け
る
楽
し
さ
が
災
害
発
生
時
の
危
険
認
知
に
及

ぼ
す
影
響 

松
岡　

快
浩

性
格
特
性
の
違
い
が
占
い
へ
の
信
頼
性
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て 

丸
岡　

美
穂

人
間
の
記
憶
が
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
効
果
に
及
ぼ
す
影
響

 

森　

み
ず
ほ

「
笑
っ
て
ご
ま
か
す
」
こ
と
は
可
能
か 

森
口　

真
羽

電
子
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
シ
ャ
イ
ネ
ス
軽
減

―
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
検
討
― 

市
村　

益
穂

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ネ
ッ
ト
口
コ
ミ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を

発
生
さ
せ
る
心
理
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て 
梶
原
小
百
合

擬
人
化
対
話
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
検
討

―
デ
フ
ォ
ル
メ
表
現
と
身
体
性
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
―

 

北
村　

文
乃

香
り
に
よ
る
覚
醒
が
思
考
に
及
ぼ
す
影
響
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 

﨑
本　

千
波

協
同
問
題
解
決
に
お
け
る
視
点
取
得
に
関
す
る
実
験
的
検
討

 

佐
藤　
　

翼

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
音
声
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
検
討 

杉
山　

孝
介

制
約
事
項
の
増
大
が
自
尊
感
情
に
及
ぼ
す
影
響

―
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
検
討
― 

平
井　

一
成

W
eb

ペ
ー
ジ
と
広
告
の
関
連
性
が
注
意
・
記
憶
・
商
品

評
価
に
与
え
る
影
響

―
眼
球
運
動
の
測
定
か
ら
― 

増
井　

成
美

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
利
用
し
た
疑
似
体
験
に
よ
る
異
性

不
安
低
減
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討

―
対
面
条
件
と
の
比
較
を
通
し
て
― 

山
中
真
生
子

睡
眠
が
展
望
的
記
憶
課
題
成
績
に
与
え
る
影
響

 

伊
藤　

昂
大

決
定
論
的
状
況
に
お
け
る
自
由
意
志
信
念
と
行
為
者
・
観

察
者
バ
イ
ア
ス 

北
野　

廣
平

自
己
正
当
化
が
衝
動
買
い
に
与
え
る
影
響 

近
藤　

舞
実

顔
の
特
徴
情
報
処
理
の
顕
在
性
に
よ
る
既
知
性
判
断
の
違
い

 

佐
久
間
紘
樹

色
彩
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
緩
和
効
果
に
色
彩
嗜
好
が
与
え
る

影
響 

谷
綛
祐
太
郎

化
粧
に
対
す
る
自
己
評
価
と
他
者
評
価
の
乖
離
と
自
己
愛

の
関
係 

寺
田　

悠
希



一
二
七

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目

845

方
略
に
関
す
る
メ
タ
認
知
が
成
績
や
満
足
感
に
与
え
る
影
響

 

中
川　

善
裕

擬
人
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
動
き
が
説
明
の
理
解
度
と
印
象

に
与
え
る
影
響
：
人
間
の
場
合
と
比
較
し
て

 

広
垣
友
里
絵

文
字
の
非
流
暢
性
と
記
憶
成
績
：
個
人
特
性
の
検
討

 

宮
川　

法
子

周
辺
情
報
と
内
容
情
報
が
説
得
と
満
足
度
に
及
ぼ
す
影
響

 

山
田　

知
佳

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
言
語
能
力
と
虚
偽
記
憶

―
Ｄ
Ｒ
Ｍ
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
通
じ
て
― 
金　
　

惠
仁

贈
与
動
機
の
違
い
に
よ
る
商
品
の
希
少
性
の
購
買
意
欲
へ

の
影
響 

上
野　

和
馬

が
ん
体
験
者
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
様
相 

が
ん
の
治
療
後

に
再
発
の
可
能
性
を
抱
え
な
が
ら
生
活
す
る
が
ん
体
験

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら 

大
森　

美
恵

不
登
校
の
児
童
に
対
し
て
教
師
が
行
っ
た
支
援
方
法

 

川
島
み
な
み

投
影
ド
ラ
マ
法
を
用
い
た
怒
り
表
出
体
験
が
怒
り
感
情
表

出
の
制
御
に
与
え
る
影
響 

阪
谷　

大
志

親
子
の
絵
本
共
有
に
よ
る
相
互
作
用
と
親
の
意
識

―
父
親
・
母
親
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
検
討
―

 

竹
中　

里
奈

女
子
大
学
生
に
お
け
る
痩
身
願
望
と
過
剰
適
応
、
お
よ
び

ス
ト
レ
ス
感
と
の
関
連 

田
中　

伶
奈

就
職
活
動
を
通
し
た
進
路
決
定
に
お
け
る
心
理
過
程

―
新
規
卒
業
生
の
語
り
を
通
し
て
― 

山
田　

雄
登

小
・
中
学
校
教
師
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
及
び
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
方
法
の
質
的
比
較

 

吉
川　

琢
真

大
学
生
に
お
け
る
強
迫
傾
向
に
つ
い
て
の
検
討

―
バ
ウ
ム
テ
ス
ト
と
の
関
連
か
ら
― 

馬　
　

珊
珊

友
人
関
係
で
孤
独
を
経
験
し
た
大
学
生
の
心
理
的
過
程

―
高
校
生
時
代
の
語
り
か
ら
― 

草
野　

雄
冬

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
錯
視 

江
岸　

卓
哉

人
間
錯
視 

大
竹　

広
倫

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
よ
る
見
え
方
の
錯
視 

土
居　

文
香

京
都
の
錯
覚 

四
十
谷　

慎

野
球
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
錯
覚 

上
野
山
奨
真

野
球
の
ス
イ
ン
グ
動
作
に
お
け
る
錯
覚 

近
藤　

雄
太

立
同
戦
記 

山
内　

隆
弘

「
立
同
戦
」

〜
錯
覚
の
視
点
を
交
え
て
〜 

西
川　

大
地

立
同
戦
物
語

〜
錯
覚
の
視
点
を
交
え
て
〜 

山
市　

真
也
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末
次
明
日
菜

近
代
か
ら
戦
後
に
お
け
る
御
土
居
と
周
辺
の
街
の
変
化
に

つ
い
て

―
京
都
市
西
部
を
中
心
に
― 

堀　
　

智
晶

近
代
京
都
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
地
変
遷
に
関
す

る
研
究

―
京
都
市
北
西
部
地
域
を
中
心
に
― 

山
本　

峻
平

音
象
徴
の
独
立
性
に
関
す
る
検
証 

小
笠
原
史
織

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
階
級
と
英
語
の
関
係
性

―
映
画
に
お
け
る
／r

／
の
発
音
を
通
し
て
― 

鹿
島　

遥
光

映
画M

rs. D
ou

btfire

（『
ミ
セ
ス
・
ダ
ウ
ト
』）
に
お

け
る
字
幕
の
分
析

―
省
略
さ
れ
る
要
素
と
そ
の
要
因
― 

齋
藤　

夢
実


